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平成２８年第１回紀の川市議会定例会 第１日 

 

       平成２８年 ２月２６日（金曜日） 開 議 午前 ９時３０分 

                        散 会 午後 １時３０分 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程（第１号） 

 日程第 １  会議録署名議員の指名 

 日程第 ２  会期の決定 

 日程第 ３  諸般の報告 

 日程第 ４  諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ４号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ５号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ６号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        諮問第 ７号 人権擁護委員候補者の推薦について 

        議案第 １号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ２号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ３号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ４号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ５号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ６号 長田竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ７号 竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ８号 竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第 ９号 竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第１０号 竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第１１号 竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第１２号 竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第１３号 竜門財産区管理委員の選任について 

        議案第１４号 南北志野財産区管理委員の選任について 

        議案第１５号 南北志野財産区管理委員の選任について 

        議案第１６号 南北志野財産区管理委員の選任について 

        議案第１７号 南北志野財産区管理委員の選任について 

        議案第１８号 南北志野財産区管理委員の選任について 

        議案第１９号 南北志野財産区管理委員の選任について 

        議案第２０号 南北志野財産区管理委員の選任について 
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        議案第２１号 静川財産区管理委員の選任について 

        議案第２２号 静川財産区管理委員の選任について 

        議案第２３号 静川財産区管理委員の選任について 

        議案第２４号 紀の川市歌の制定について 

        議案第２５号 土地の取得について 

        議案第２６号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条 

               例の制定について 

        議案第２７号 紀の川市職員の退職管理に関する条例の制定について 

        議案第２８号 紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条 

               例の制定について 

        議案第２９号 紀の川市水道事業運営審議会条例の制定について 

        議案第３０号 紀の川市障害者地域生活支援事業に関する条例の全部改 

               正について 

        議案第３１号 紀の川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁 

               償に関する条例の一部改正について 

        議案第３２号 紀の川市税条例の一部改正について 

        議案第３３号 紀の川市国民健康保険税条例の一部改正について 

        議案第３４号 紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正に 

               ついて 

        議案第３５号 紀の川市長寿祝金支給条例の一部改正について 

        議案第３６号 紀の川市都市公園条例の一部改正について 

        議案第３７号 紀の川市社会体育施設条例の一部改正について 

        議案第３８号 紀の川市那賀Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正につい 

               て 

        議案第３９号 紀の川市貴志川線存続基金条例の廃止について 

        議案第４０号 紀の川市廃棄物処理施設条例の廃止について 

        議案第４１号 紀の川市老人ゲートボール場施設条例の廃止について 

        議案第４２号 平成２７年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）につ 

               いて 

        議案第４３号 平成２７年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計 

               補正予算（第２号）について 

        議案第４４号 平成２７年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補 

               正予算（第２号）について 

        議案第４５号 平成２７年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算 

               （第２号）について 

        議案第４６号 平成２７年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計補正予 
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               算（第２号）について 

        議案第４７号 平成２７年度紀の川市公共下水道事業特別会計補正予算 

               （第２号）について 

        議案第４８号 平成２７年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算 

               （第３号）について 

        議案第４９号 平成２７年度紀の川市水道事業会計補正予算（第１号） 

               について 

        議案第５０号 平成２７年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第 

               １号）について 

        議案第５１号 平成２８年度紀の川市一般会計予算について 

        議案第５２号 平成２８年度紀の川市住宅新築資金等貸付事業特別会計 

               予算について 

        議案第５３号 平成２８年度紀の川市土地取得事業特別会計予算につい 

               て 

        議案第５４号 平成２８年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予 

               算について 

        議案第５５号 平成２８年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特 

               別会計予算について 

        議案第５６号 平成２８年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につ 

               いて 

        議案第５７号 平成２８年度紀の川市介護保険事業勘定特別会計予算に 

               ついて 

        議案第５８号 平成２８年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算につ 

               いて 

        議案第５９号 平成２８年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別 

               会計予算について 

        議案第６０号 平成２８年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算に 

               ついて 

        議案第６１号 平成２８年度紀の川市簡易水道事業特別会計予算につい 

               て 

        議案第６２号 平成２８年度紀の川市池田財産区特別会計予算について 

        議案第６３号 平成２８年度紀の川市田中財産区特別会計予算について 

        議案第６４号 平成２８年度紀の川市長田竜門財産区特別会計予算につ 

               いて 

        議案第６５号 平成２８年度紀の川市竜門財産区特別会計予算について 

        議案第６６号 平成２８年度紀の川市南北志野財産区特別会計予算につ 
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               いて 

        議案第６７号 平成２８年度紀の川市飯盛財産区特別会計予算について 

        議案第６８号 平成２８年度紀の川市静川財産区特別会計予算について 

        議案第６９号 平成２８年度紀の川市最上、神田、市場、元財産区特別 

               会計予算について 

        議案第７０号 平成２８年度紀の川市調月財産区特別会計予算について 

        議案第７１号 平成２８年度紀の川市丸栖財産区特別会計予算について 

        議案第７２号 平成２８年度紀の川市平池財産区特別会計予算について 

        議案第７３号 平成２８年度紀の川市水道事業会計予算について 

        議案第７４号 平成２８年度紀の川市工業用水道事業会計予算について 

        議案第７５号 権利の放棄について 

        議案第７６号 権利の放棄について 

        議案第７７号 権利の放棄について 

        議案第７８号 指定管理者の指定について 

        議案第７９号 指定管理者の指定について 

        議案第８０号 指定管理者の指定について 

        議案第８１号 指定管理者の指定について 

        議案第８２号 指定管理者の指定について 

        議案第８３号 指定管理者の指定について 

        議案第８４号 紀の川市道路線の認定について 

        議案第８５号 紀の川市道路線の認定について 

        議案第８６号 紀の川市道路線の認定について 

        議案第８７号 行政不服審査法に基づく諮問機関に係る事務の委託に関 

               する協議について 

 日程第 ５  委員会提出議案第１号 紀の川市議会委員会条例の一部改正について 

 ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程（第１号）のとおり 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○出席議員（２１名） 

  １番 並 松 八 重   ２番 太 田 加寿也   ３番 舩 木 孝 明 

  ４番 中 尾 太久也   ５番 仲 谷 妙 子   ６番 大 谷 さつき 

  ７番 石 脇 順 治   ８番 中 村 真 紀   ９番 榎 本 喜 之 

 １０番 杉 原   勲  １１番 森 田 幾 久  １２番 村 垣 正 造 

 １３番 高 田 英 亮  １５番 西 川 泰 弘  １６番 堂 脇 光 弘 

 １７番 室 谷 伊 則  １８番 上 野   健  １９番 石 井   仁 
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 ２０番 川 原 一 泰  ２１番 坂 本 康 隆  ２２番 竹 村 広 明 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○欠席議員（０名） 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○説明のために出席した者の職氏名 

  市  長     中 村 愼 司    副市長      田 村   武 

  市長公室長    林   信 良    企画部長     森 本 浩 行 

  総務部長     竹 中 俊 和    危機管理部長   上 山 和 彦 

  市民部長     中 邨   勝    地域振興部長   森 田 英 嗣 

  保健福祉部長   服 部 恒 幸    農林商工部長   岩 坪 純 司 

  建設部長     福 岡 資 郎    国体対策局長   榎 本   守 

  会計管理者    森 脇 澄 男    水道部長     田 村 佳 央 

  農業委員会事務局長  米 田 昌 生    教育長      松 下   裕 

  教育部長     稲 垣 幸 治    企画部財政課長  杉 本   太 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

  事務局長     城 山 義 弘    次長兼議事調査課長  中 野 朋 哉 

  議事調査課課長補佐  岩 本 充 晃    議事調査課係長  藤 田 郁 也 

    ――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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（開会 午前 ９時３０分） 

○議長（竹村広明君） おはようございます。 

 議員各位には、平成２８年第１回紀の川市議会定例会に出席をいただき、厚く御礼を申

し上げます。 

 それでは、地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しておりますので、これより

平成２８年第１回紀の川市議会定例会を開会いたします。 

 それでは、本日の会議を開きます。 

 本定例会には、平成２８年度各会計予算をはじめ、条例の制定・改正等多数上程されて

おります。議員各位の御協力をのもと、円滑な議会運営を努めますので、よろしくお願い

申し上げます。 

 それでは、議事に入ります。 

 議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第８１条の規定による、２０番 川原一泰君、

２１番 坂本康隆君を指名いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第２ 会期の決定 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 次に、日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 本定例会の会期につきましては、去る２月１６日議会運営委員会を開催していただき、

議会運営について御協議いただいております。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、お手元に配付の会期予定表のとおり、本日から３月２５日までの２

９日間といたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から３月２５日までの２９日間に決定いたしまし

た。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第３ 諸般の報告 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 次に、日程第３、諸般の報告を行います。 
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 報告１、監査委員より、地方自治法第２３５条の２第１項の規定に基づく例月出納検査

の結果報告が、同条第３項の規定によりあり、また地方自治法第１９９条第４項に基づく

定期監査の報告が、同条第９項の規定によりありましたので、お手元に配付しております。 

 また、市長より、地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、専決処分を行ったとの

報告が同条第２項の規定によりありましたので、後ほど配付させていただきます。 

 なお、その他の報告につきましては、お手元に配付しているとおりでごらんいただきた

いと思います。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第４ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について から 

      議案第８７号 行政不服審査法に基づく諮問機関に係る事務の委託に関す 

             る協議について まで 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 次に、日程第４、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につい

てから、議案第８７号 行政不服審査法に基づく諮問機関に係る事務の委託に関する協議

についてまでの９４件を一括議題といたします。 

 それでは、提出者に提案理由の説明を求めます。 

 市長 中村愼司君。 

○市長（中村愼司君）（登壇） おはようございます。 

 本日、平成２８年第１回紀の川市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には

何かと御多用にもかかわりませず御参集いただき、厚く御礼申し上げます。 

 本定例会に上程しております諸議案に係る提案理由等の説明に先立ち、新年度に実施い

たします新政策及び当初予算の基本的な考え方について、御説明申し上げたいと思います。 

 平成２７年度までの施策は、「安全・安心」を念頭に、基盤整備を中心としたまちづく

りを行ってまいりました。 

 平成２８年度につきましては、これまで整備してきた基盤を生かしながら、市としてさ

らなる発展を目指してまいりたいと思います。また、市が直面している地方創生や人口減

少、少子高齢化などの課題に対し、的確な施策を積極的に、戦略的に展開してまいります。 

 一般会計では３０７億５，０００万円で、前年と比較すると２億円、率では０．６％の

減で、４年連続の減額となっております。 

 減額の主な要因としましては、普通建設事業費の減額によるものとなります。 

 また、特別会計は、２０４億１，８７６万円、公営企業会計は、２１億７，７８１万９，

０００円、総額で５３３億４，６５７万９，０００円となります。 

 まず、この平成２８年度当初予算のテーマを「豊かなまち紀の川市の実現をめざして、

地方創生に向けて始動」とし、これを達成するため、「５つの柱」を設定しております。 

 まず、一つ目の柱として、「地域資源を活かした魅力あるまち」であります。 
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 自然環境やフルーツ、観光資源、社会資源、人材等の連携による魅力的なまちづくりを

行ってまいります。 

 二つ目は、「魅力ある仕事・職場のあるまち」として、新たな雇用の創出と、若者が地

元で就職できるよう支援をしてまいります。 

 三つ目の柱は、「若い世代から選ばれるまち」であります。２０代から３０代の若い世

代の転出が多いため、出会い・結婚・出産、そして子育てに至るまで切れ目のない支援を

行い、転出を抑制し、転入の促進を図ってまいります。 

 四つ目は、「安全・安心で暮らし続けたいまち」として、防犯・防災対策や保健・福

祉・医療の充実を図るとともに、計画的なまちづくりを行ってまいります。 

 五つ目の柱は、「健全で持続可能な行政経営を行うまち」であります。健全な財政運営

のもと、行政を経営するという観点から住民の視点に立って、成果とコストを意識した効

率的で質の高い行政サービスを提供してまいります。 

 これらの内容を説明いたします。 

 まず、１つ目の「地域資源を活かした魅力あるまち」として、「シティプロモーション

の推進」であります。 

 これは、全国に「紀の川市を知ってもらう」ことを主眼に置き、市の認知度の向上とイ

メージアップを図り、交流人口の拡大につなげてまいります。その内容は、メディア関係

者の方を招待し、紀の川市の魅力を知っていただくプレスツアーの開催や、ターゲットを

絞った戦略的な情報発信や、また職員の情報発信能力の向上を図ってまいります。 

 次に、ことしの１月から寄附をしていただいた方に特産品を贈呈する事業を開始したと

ころ、大変好評をいただいており、順調なスタートを切ることができております。この寄

附していただいた方には、返礼品のほか紀の川市のことをさらに知っていただけるようＰ

Ｒグッズをお届けしてまいりたいと考えております。 

 また、「近畿大学との連携強化」として、近畿大学生物理工学部が立地しているという

優位性を生かし、近畿大学と「包括連携に関する協定」を締結し、教育や農業だけでなく、

多岐にわたる分野との交流、また学生との交流を行い、雇用の創出や地域の活性化につな

がる取り組みを行ってまいります。平成２８年度につきましては、この協定に基づき、推

進協議会を立ち上げ、具体的に連携していける内容の協議を行ってまいります。 

 二つ目の柱として、「魅力ある仕事・職場のあるまち」では、「基幹産業である農業の

振興・活性化」として、持続可能な農業を実現するための支援を行ってまいります。 

 今まで、認定農業者に限られていた農機具の購入などに対する支援を認定新規就農者ま

で拡充し、農業の担い手・人材の確保を図ってまいります。 

 「農作物の高付加価値化と販売促進」では、農業の活性化と、もうかる農業の実現に向

け、「６次産業化の支援」を行ってまいります。みずから生産した農作物を活用して、６

次産業化の事業を起こされる方に支援を行うもので、付加価値の創出と消費拡大を目指し

てまいります。 



平成２８年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２８年２月２６日 

 

－9－ 

 三つ目の柱として、「若い世代から選ばれるまち」として、「医療費助成制度の拡充」

を行い、出生率の向上と子育てしやすい環境整備を推進するものであります。 

 不妊治療費の助成については、現行でも国や県の制度に上乗せしており、県下でもトッ

プレベルの支援を行っております。今回、特定不妊治療の２回目以降の助成額を増額する

とともに、県下の市町村では初めて「男性の不妊治療」も助成対象とし、出産の希望をか

なえるための支援を行ってまいります。 

 また、「子ども医療費の助成」として、現行では通院費の助成は小学校卒業までが対象

ですが、これを中学校卒業まで拡充し、子育て世代の経済的負担の軽減を図り、子育てし

やすいまちを目指してまいります。 

 また、「出会いと交流の場の創出」をする目的で、同窓会の開催を支援することで交流

の場ができることに加え、市外や県外に進学や就職のために転出された方のＵターンのき

っかけづくりと郷土愛を醸成し、Ｕターンの促進と転出の抑制を図ってまいります。 

 さらに、「教育環境の充実」としては、小中学校施設の整備・改修により、子どもたち

が安全・安心して学べる教育環境の充実を図ってまいります。平成２７年度で校舎の耐震

化が完了したことから、次は、小学校の全ての普通教室と音楽室にエアコンの整備をし、

快適な学習環境の提供を行ってまいります。 

 また、「フルーツ給食の実施」をし、子どもたちにフルーツを食べる機会を創出してま

いります。食育アンケートによりますと、フルーツを全く食べないと答えた子どもさんが

約３割もあります。このような子どもたちに、安全・安心でおいしいフルーツを食べても

らうため、月１回、市立小・中学校の給食に紀の川市産のフルーツを提供してまいります。

これによって、紀の川市が「フルーツのまち」であるということを知ってもらい、紀の川

市ではどんなフルーツがとれ、「今は何が旬なのか、またどんな栄養があるのか」など、

学ぶ機会もつくり、食育や郷土愛の醸成につなげてまいります。 

 四つ目の柱として、「安全・安心で暮らし続けたいまち」として、京奈和自動車道紀の

川インターチェンジから阪和自動車道上之郷インターチェンジの間を最短で結ぶ京奈和関

空連絡道路の整備を促進してまいります。 

 走行時間の大幅な短縮により、企業誘致、観光や農業の振興、災害対応等、多方面での

効果が見込まれ、市の将来を左右するほどの「最重要路線」であることから、平成２８年

度では市民フォーラムの開催や、啓発用パンフレットの作成など早期実現に向け、機運を

高めるための取り組みを行ってまいります。 

 また、安全・安心について、台風やゲリラ豪雨など、紀ノ川と貴志川の水位が上昇した

際に、樋門を閉めることで、樋門周辺の地域に浸水の被害が出ております。このことは、

安全・安心に暮らし続けていただくためには、早期に解決しなければならない問題である

ため、岩出井堰の改修事業を国に要望しており、既に調査検討をいただいておりますが、

一日も早く事業が着手されるよう、引き続き要望してまいります。 

 五つ目の柱は、「健全で持続可能な行政経営を行うまち」、「市民目線に立った、行政
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運営の仕組みづくり」を行い、「行政を経営する」という観点を持ち、市民サービスのさ

らなる向上を目指してまいります。 

 新たな総合計画の策定とアンケートなどで、市民の皆様の声をお聞きをし、皆さんが本

当に望んでいる「紀の川市の将来像」に向かって、市民の皆さんとの協働によって総合計

画を策定してまいります。 

 次に、組織機構の再構築として、業務の実態調査を行い、課題の抽出とその改善を図り、

効率的で効果的な組織体制をつくってまいります。 

 また、行政評価制度の構築では、今までのように「どんな事業をどれだけするか」だけ

ではなく、その事業の成果を重視し、総合計画の進行管理とサービスの検証を行うための

行政評価制度をつくってまいります。このように、総合計画の進行管理、組織・人事管理、

行政改革と財政運営を連動させることにより、市民満足度の向上を目指すものであります。 

 以上、重立った事業の説明をいたしましたが、市民の皆様が安全・安心で「住みたいま

ち・住んでよったまち・ずっと住み続けたいまち」と言っていただける紀の川市を市民の

皆様とともに考え、実現してまいりたいと考えておりますので、今後とも御協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 続きまして、今定例会に提案いたしました９４議案の提案理由を説明申し上げます。 

 まず、人事に係る議案になります。 

 諮問第１号から諮問第７号は、任期満了に伴う人権擁護委員候補者の推薦について、議

会の意見を求めるものであります。 

 議案第１号から議案第２３号は、任期満了に伴う財産区管理委員の推薦について、それ

ぞれ議会の同意をお願いするものであります。 

 続きまして、条例案件等に係る議案につきましては、議案第２４号は、市歌の制定につ

いて、議案第２５号は、紀の川市貴志川スポーツ公園を中心に、一団
いちだん

の土地として有効利

用する用地を購入するための土地取得についてであります。 

 次に、議案第２６号は、行政不服審査法の施行に伴い、関係条例について不服申し立て

手続の「審査請求」への一元化及び字句の整理等の改正を行うものであります。 

 議案第２７号は、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に

伴い、職員の退職管理について必要な事項を定めるものであります。 

 議案第２８号は、人事院勧告、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する

法律の施行に伴い、関係条例の一部を改正するため条例を制定するものであります。 

 また、議案第２９号は、水道事業を円滑に運営するための運営審議会の設置に関し、必

要な事項を定めるものであります。 

 議案第３０号は、障害者地域生活の支援事業の実施方法を見直すものであります。 

 議案第３１号は、行政不服審理員及び水道事業運営審議会委員の報酬を定めるとともに、

老人ホーム入所判定委員会委員の報酬を見直すものであります。 

 議案第３２号は、地方税法等の一部改正に伴い、猶予制度等の見直し等を行うものであ
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ります。 

 議案第３３号は、医療費の増加による基礎課税相当分の不足等を補うための国民健康保

険税率の改正等を行うものであります。 

 議案第３４号は、子どもの医療費の助成について、支給対象の拡充であります。 

 議案第３５号は、長寿祝金の支給資格要件の見直しを行うものであります。 

 議案第３６号及び議案第３７号は、市民公園プール整備等による都市公園の整備及び、

社会体育施設の整理等に伴う所要の改正を行うものであります。 

 また、議案第３８号は、那賀Ｂ＆Ｇ海洋センターの使用料及び利用時間の見直しを行う

ものであります。 

 議案第３９号は、紀の川市貴志川線存続基金事業の終了であります。 

 議案第４０号は、紀の海クリーンセンターの稼働に伴う現施設の廃止であります。 

 議案第４１号は、老人ゲートボール場の設置目的の達成に伴い、条例を廃止するもので

あります。 

 議案第４２号から議案第５０号は、各会計の予算の補正をお願いするもので、各会計の

決算状況を見込み、事業執行における過不足の調整と、人事院勧告に伴う人件費の調整等

による補正予算を計上しております。 

 また、議案第５１号から議案第７４号につきましては、平成２８年度の一般会計、特別

会計、公営企業会計の当初予算であり、先ほど概要の一部を説明させていただきましたが、

資料として、「平成２８年度当初予算の概要」を添付いたしておりますので、詳細説明は

省かせていただきますことを御了承賜りたいと思います。 

 次に、議案第７５号から議案第７７号は、住宅新築資金貸し付け及び住宅改修資金貸付

金に係る債権の権利の放棄についてであります。 

 議案第７８号から議案第８３号は、公の施設に係る指定管理者の指定についてでありま

す。 

 議案第８４号から議案第８６号は、いずれも公共事業により整備した農道・林道及び整

備を要する道路の紀の川市道の路線としての認定についてであります。 

 議案第８７号は、行政不服審査法の施行に伴う第三者機関への諮問手続の新設に伴い、

和歌山県への諮問機関に係る事務の委託について、それぞれ議決をお願いするものであり

ます。 

 以上、議案の提案説明を申し上げましたが、引き続き、担当部長から詳細説明をいたし

ますので、何とぞ御審議の上、御賛同賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 続いて、補足説明を求めます。 

 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、諮問第１号から諮問第７号までの人権擁護委員候補者の推薦について、御説

明させていただきます。 
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 今回、人権擁護委員７名が、来る平成２８年６月３０日をもって任期満了となりますの

で、 林
はやし

 久
ひさ

晴
はる

氏、楠
くす

見
み

郁
いく

夫
お

氏については、再任を、また、山田
や ま だ

庄司
しょうじ

氏、長谷
は せ

弘司
こ う じ

氏、

半田雅巳
は ん だ ま さ み

氏、山本
やまもと

善
よし

啓
ひろ

氏、山田欽
や ま だ き ん

哉
や

氏については、新たに。人権擁護委員の候補者として

推薦をいたしたく、諮問するものでございます。 

 人権擁護委員法に規定により、市町村長は、その市町村議会の意見を聞いて人権擁護委

員の候補者を推薦しなければならないと定められており、これにより議会の意見を求める

ものでございます。 

 議案書１ページをお願いいたします。 

 諮問第１号につきましては、住所、紀の川市中井坂６８番地、氏名、山田庄司、昭和２

９年７月５日生まれでございます。 

 ２ページ、諮問第２号につきましては、住所、紀の川市久留壁２０７番地、氏名、長谷

弘司、昭和３０年８月８日生まれでございます。 

 議案書３ページ、諮問第３号につきましては、住所、紀の川市重行８４番地６、氏名、

半田雅巳、昭和３０年１１月７日生まれでございます。 

 議案書４ページ、諮問第４号につきましては、住所、紀の川市上田井９６７番地、氏名、

林 久晴、昭和２５年１１月４日生まれでございます。 

 議案書５ページ、諮問第５号につきましては、住所、紀の川市粉河１２２番地１、氏名、

楠見郁夫、昭和２８年１２月７日生まれでございます。 

 議案書６ページ、諮問第６号につきましては、住所、紀の川市東野９７番地２、氏名、

山本善啓、昭和２９年９月１０日生まれでございます。 

 議案書７ページ、諮問第７号につきましては、住所、紀の川市貴志川町岸宮３７５番地、

氏名、山田欽哉、昭和３０年４月６日生まれでございます。 

 なお、任期につきましては、法務大臣が委嘱した日から３年となってございます。 

 なお、７名の略歴等につきましては、別冊の議案資料１ページから７ページに資料とし

て添付してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 以上、諮問７件につきまして、よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 農林商工部長 岩坪純司君。 

○農林商工部長（岩坪純司君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、私のほうから、議案第１号から議案第２３号までの長田竜門・竜門・南北志

野及び静川財産区の４財産区の管理委員の選任、２３議案につきまして一括して御説明を

申し上げます。 

 議案書８ページをお願いいたします。 

 まず、議案第１号から議案第６号までの長田竜門財産区管理委員の選任についての６議

案につきましては、いずれも任期満了に伴うもので、紀の川市財産区管理会条例第３条第

１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

 ６名の方々の住所、氏名、生年月日を申し上げます。 
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 議案第１号につきましては、住所、紀の川市嶋２４３番地、氏名、伊都
い と

祥
よし

信
のぶ

、昭和１７

年６月１１日生まれ。 

 ９ページをお願いいたします。 

 議案第２号につきましては、住所、紀の川市長田中５７３番地、氏名、北林
きたばやし

俊
とし

治
はる

、昭

和２０年１１月１日生まれ。 

 １０ページをお願いいたします。 

 議案第３号につきましては、住所、紀の川市北長田２５３番地、氏名、神藤久嗣
じんとうひさつぐ

、昭和

２１年１１月５日生まれ。 

 １１ページをお願いいたします。 

 議案第４号につきましては、住所、紀の川市深田１番地、氏名、曽和
そ わ

俊
しゅん

次
じ

、昭和２２

年５月２日生まれ。 

 １２ページをお願いいたします。 

 議案第５号につきましては、住所、紀の川市風市１５番地３、氏名、中前伸茂
なかまえのぶしげ

、昭和２

９年１１月２６日生まれ。 

 １３ページをお願いいたします。 

 議案第６号につきましては、住所、紀の川市別所１３１番地、氏名、 林
はやし

 廣彦
ひろひこ

、昭和

３４年２月２６日生まれ。 

 以上、６議案について議会の同意を求めるものでございます。なお、任期につきまして

は、平成２８年４月１日から平成３２年３月３１日までの４年間となってございます。 

 また、６名の方々の主な職歴等につきましては、別冊議案資料の８ページ及び９ページ

に記載してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 続きまして、議案書１４ページをお願いいたします。 

 議案第７号から議案第１３号までの竜門財産区管理委員の選任についての７議案につき

ましても、任期満了に伴うもので、紀の川市財産区管理会条例第３条第１項の規定により

議会の同意を求めるものでございます。 

 ７名の方々の住所、氏名、生年月日を申し上げます。 

 まず、議案第７号につきましては、住所、紀の川市勝神９３番地、氏名、眞國信友
ま く に の ぶ と も

、昭

和１２年８月１５日生まれ。 

 １５ページをお願いいたします。 

 議案第８号につきましては、住所、紀の川市遠方１８５番地、氏名、 畠
はたけ

山
やま

幸
こう

次
じ

、昭和

２１年８月１日生まれ。 

 １６ページをお願いいたします。 

 議案第９号につきましては、住所、紀の川市杉原６８６番地、氏名、湯
ゆ

淺眞德
あさまさのり

、昭和２

１年８月１４日生まれ。 

 １７ページをお願いいたします。 

 議案第１０号につきましては、住所、紀の川市上田井９３８番地、氏名、高
たか

橋
はし

卓
たく

士
じ

、昭
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和２２年２月１８日生まれ。 

 １８ページをお願いいたします。 

 議案第１１号につきましては、住所、紀の川市荒見１９４番地６、氏名、呉
くれ

橋
はし

 徹
とおる

、

昭和２２年６月３日生まれ。 

 １９ページをお願いいたします。 

 議案第１２号につきましては、住所、紀の川市荒見９１２番地１、氏名、石
いし

野
の

義
よし

幸
ゆき

、昭

和２６年１月１日生まれ。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 議案第１３号につきましては、住所、紀の川市勝神３６１番地、氏名、榎本
えのもと

 登
のぼる

、昭

和３２年１月８日生まれ。 

 以上、７議案について議会の同意を求めるものでございます。なお、任期につきまして

は、平成２８年４月１日から平成３２年３月３１日までの４年間となってございます。 

 また、７名の方々の主な職歴等につきましては、別冊議案資料の１０ページ及び１１ペ

ージに記載してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 続きまして、議案書２１ページをお願いいたします。 

 議案第１４号から議案第２０号までの南北志野財産区管理委員の選任についての７議案

につきましても、任期満了に伴うもので、紀の川市財産区管理会条例第３条第１項の規定

より議会の同意を求めるものでございます。 

 ７名の方々の住所、氏名、生年月日を申し上げます。 

 まず、議案第１４号につきましては、住所、紀の川市南志野４０２番地２、氏名、木
き

村
むら

忠
ただ

雄
お

、昭和２２年７月３日生まれ。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 議案第１５号につきましては、住所、紀の川市北志野３９２番地内１号、氏名、神
じん

保
ぼ

美
よし

宏
ひろ

、昭和２２年１２月１６日生まれ。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 議案第１６号につきましては、住所、紀の川市南志野９番地、氏名、角
すみ

 良隆
よしたか

、昭和２

４年７月１９日生まれ。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 議案第１７号につきましては、住所、紀の川市南志野３２７番地３、氏名、森
もり

田
た

修
しゅう

司
じ

、

昭和２６年３月１０日生まれ。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 議案第１８号につきましては、住所、紀の川市北志野１０１番地、氏名、木
き

村
むら

彰
しょう

吾
ご

、

昭和２７年１２月２３日生まれ。 

 ２６ページをお願いいたします。 

 議案第１９号につきましては、住所、紀の川市北志野３６３番地、氏名、木
き

村
むら

久
ひさ

光
みつ

、昭

和３３年３月２５日生まれ。 
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 ２７ページをお願いいたします。 

 議案第２０号につきましては、住所、紀の川市北志野４８２番地、氏名、木
き

村
むら

忠
ただ

博
ひろ

、昭

和３３年４月２２日生まれ。 

 以上、７議案について議会の同意を求めるものでございます。なお、任期につきまして

は、平成２８年４月１日から平成３２年３月３１日までの４年間となってございます。 

 また、７名の方々の主な職歴等につきましては、別冊議案資料の１２ページ及び１３ペ

ージに記載してございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 続きまして、議案書２８ページをお願いいたします。 

 議案第２１号から議案第２３号までの静川財産区管理委員の選任についての３議案につ

きましては、委員７名のうち３名の任期満了に伴うもので、紀の川市財産区管理会条例第

３条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

 ３名の方々の住所、氏名、生年月日を申し上げます。 

 まず、議案第２１号につきましては、住所、紀の川市名手下５８番地、氏名、西岡
にしおか

一郎
いちろう

、

昭和１８年４月１５日生まれ。 

 ２９ページをお願いいたします。 

 議案第２２号につきましては、住所、紀の川市名手上４７番地、氏名、中
なか

林
ばやし

耕
こう

三
ぞう

、昭

和２２年５月１８日生まれ。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 議案第２３号につきましては、住所、紀の川市平野６０５番地１、氏名、杉
すぎ

岡
おか

照
しょう

五
ご

、

昭和２５年１１月２６日生まれ。 

 以上、３議案につきまして、議会の同意を求めるものでございます。なお、任期につき

ましては、平成２８年４月１日から平成３２年３月３１日までの４年間となってございま

す。 

 また、３名の方々の主な職歴等につきましては、別冊議案資料の１４ページに記載して

ございますので、ごらんおきいただきたいと思います。 

 以上、合わせまして２３議案について、御同意賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 企画部長 森本浩行君。 

○企画部長（森本浩行君）（登壇） おはようございます。 

 議案書の３１ページをごらんください。 

 議案第２４号 紀の川市歌の制定について、御説明申し上げます。 

 ３２ページをお願いいたします。 

 合併１０周年を記念して、市の情景が浮かび、子どもから高齢者まで誰からも親しまれ、

市民の一体感と郷土愛の醸成につなげるため、紀の川市歌を制定するものでございます。

作詞、保
やす

岡
おか

直
なお

樹
き

、作曲、青
あお

木
き

 進
すすむ

でございます。 

 以上、御審議お願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 総務部長 竹中俊和君。 
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○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、議案第２５号から議案第２８号まで、総

務部から御説明をさせていただきます。 

 まず、３３ページをお開きください。 

 議案第２５号 土地の取得について。 

 有効な土地利用を図るため、下記の土地を取得したいので、議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求める。１、

所在地、紀の川市貴志川町井ノ口字山田１４０７番地ほか３筆。２、数量、２万９，４３

０平方メートル。３、取得の方法、売買。４、取得金額、３，８００万円。５、契約の相

手方、和歌山市美園町五丁目１番地の１、和歌山県農業協同組合連合会 代表理事理事長 

北原康史。 

 別添資料の１５ページをごらんください。 

 取得する土地４筆の地目・地積を記載しております。 

 別添資料の１６ページでは、図面上、塗りつぶしている部分が今回取得する土地、斜線

部分が貴志川スポーツ公園ほか、既に市が所有している土地でございます。 

 続きまして、議案書の３４ページ。 

 議案第２６号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい

てでございます。 

 処分・不作為に関する不服申し立て制度について、行政不服審査法が全面改正され、平

成２８年４月１日から施行されるに当たり、紀の川市情報公開条例、紀の川市個人情報の

保護に関する条例、紀の川市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例、紀の川市固定

資産評価審査委員会条例、紀の川市手数料条例の五つの条例の一部改正をするものでござ

います。 

 まず、３５ページから４１ページの第１条、紀の川市情報公開条例の一部改正につきま

しては、不服申し立て手続の審査請求への一元化に伴う語句の整理、開示決定等に係る審

査請求における審理員指名の適用除外規定の制定、審査請求の際における紀の川市情報公

開審査会の諮問手続、調査権限等の明文化を行っております。 

 続きまして、４１ページ、お願いいたします。 

 第２条、紀の川市個人情報の保護に関する条例の一部改正につきましても、情報公開条

例と同じく、不服申し立て手続の審査請求への一元化に伴う語句の整理、開示決定等に係

る審査請求における審理員指名の適用除外規定の制定、審査請求の際における個人情報審

査会の諮問手続、調査権限等の明文化を行っております。 

 続きまして、４８ページ、お願いいたします。 

 第３条、紀の川市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部改正につきまして

は、不服申し立て手続の審査請求への一元化に伴う語句の整理のほか、報告事項へ人事評

価制度及び退職者管理の実施に伴う項目を追加しております。 

 次の４９ページ、第４条、紀の川市固定資産評価審査委員会条例の一部改正につきまし
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ては、行政不服審査法に準拠した語句の整理を行っております。 

 次の５１ページ、第５条、紀の川市手数料条例の一部改正につきましては、審査請求人

等への審査書類の写し等の交付に係る手数料を定めております。 

 附則で、施行日を平成２８年４月１日と定めております。 

 続きまして、議案第２７号 紀の川市職員の退職管理に関する条例の制定について、御

説明申し上げます。 

 ５４ページ、お開き願います。 

 第２条において、離職後に営利企業等に就職した元職員は、離職前５年前に課長級以上

の職員にあった者は、離職後２年間、その職務に関し現役職員への働きかけを禁止してお

ります。 

 第３条においては、元職員は、離職後２年間、営利企業等に就職した場合は、任命権者

に対して規則で定める再就職情報を届けなければならない旨、定めております。 

 施行日は、平成２８年４月１日からでございます。 

 続きまして、次のページの議案第２８号 紀の川市職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の制定について。 

 昨年の人事院勧告に基づき、関係条例を改正するものでございます。 

 ５６ページ、お願いします。 

 第１条は、紀の川市職員の給与に関する条例の一部改正です。職員は、平成２７年１２

月の勤勉手当の支給率を１００分の７５から１００分の８５に改正し、再任用職員の平成

２７年１２月の勤勉手当の支給率を１００分の３５から１００分の４０へ増額するもので

ございます。 

 ５７ページから６８ページの別表第１、それから別表第２の改正は、平成２７年４月１

日にさかのぼって給料表を平均で０．４％増額改定するものでございます。 

 続きまして、６８ページ、お願いします。 

 第２条も、同じく紀の川市職員の給与に関する条例の一部改正です。 

 先ほど申し上げました第１条の改正で、職員の１２月の勤勉手当の支給率を１００分の

８５にしたものを、平成２８年から６月、１２月ともに１００分の８０と改め、同じく再

任用職員の勤勉手当の支給率を平成２８年から、６月、１２月ともに１００分の３７．５

と改めるもので、平成２８年度以降は６月期、１２月期の勤勉手当を合わせて０．１月分

の増額とする改正でございます。 

 また、人事評価制度の本格実施に伴い、平成２８年度から勤勉手当の基礎額から扶養手

当を外す旨、規定をしております。 

 ６９ページの別表第３の改正は、地方公務員法の改正により、等級別基準職務表を制定

する必要があるため、現行の級別職務分類表を等級別基準職務表と名称を改め、１級と２

級の主事及び５級と６級の保育所長の違いを明確化しております。 

 次の７０ページの第３条、７１ページの第４条は、紀の川市長、副市長及び教育長の給
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与等に関する条例の一部改正で、第３条では、市長等の平成２７年１２月の期末手当の支

給率を１００分の１６５から１００分の１７０へ改定し、第４条において、期末手当の支

給率を平成２８年度からは６月の支給率を１００分の１４７．５、１２月の支給率を１０

０分の１６７．５に改めております。 

 次の７２ページの第５条、それから７３ページの第６条は、紀の川市一般職の任期付職

員の採用等に関する条例の一部改正で、第５条では、特定任期付職員の平成２７年１２月

の期末手当を１００分の１５５から１００分の１６０に改め、別表１、別表２において、

人事院勧告に基づき給料月額を増額し、また第６条において、平成２８年度から期末手当

の支給率を６月は１００分の１４２．５に、１２月を１００分の１５７．５に改めており

ます。 

 ７４ページの第７条、第８条は、紀の川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正です。 

 第７条の改正は、平成２７年１２月の期末手当の支給率を１００分の２１２．５から１

００分の２２２．５に改定し、第８条では、平成２８年度から期末手当の支給率を６月を

１００分の２０２．５、１２月は１００分の２１７．５に改めるものでございます。 

 ７５ページの第９条は、紀の川市職員の勤務時間・休暇等に関する条例の一部改正でご

ざいます。地方公務員法の改正により、条ずれが発生したことに伴う改正と人事院勧告に

基づき、フレックスタイム制度を拡充し、子どもの養育や配偶者等の介護する職員が、週

休日をふやすかわりに１週間の勤務時間３８時間４５分を確保するため、１日当たりの勤

務時間をふやすことができる旨、規定をしております。 

 ７７ページの附則においては、各条例の施行日を定めるとともに、人事評価の結果を反

映させるのは、平成２８年１２月の勤勉手当からとし、平成２８年６月の勤勉手当基礎額

は、現行どおり扶養手当を含むものとして定めております。 

 第５項及び第６項は、教育長の平成２７年１２月の期末手当、平成２８年６月以降の期

末手当について教育長条例が既に廃止になっているため、附則で定義をしております。 

 第７項は、その他の項目を規則へ委任する規定でございます。 

 以上、御審議お願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 水道部長 田村佳央君。 

○水道部長（田村佳央君）（登壇） おはようございます。 

 それでは、議案第２９号 紀の川市水道事業運営審議会条例の制定について、御説明申

し上げます。 

 議案書の７９ページでございます。 

 紀の川市水道事業運営審議会条例を別紙のとおり制定することについて、議会の議決を

求めるものでございます。 

 提案理由といたしまして、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づき条例を制定

し、紀の川市水道事業を円滑に運営するためでございます。 
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 ８０ページをごらんください。 

 第１条では、設置について。 

 第２条では、審議会の所掌事務について。 

 第３条では、組織内容について。 

 第４条では、任期。 

 第５条では、会長・副会長について。 

 第６条では、会議の開催。 

 第７条では、審議会の庶務担当課。 

 第８条では、委任事項について定めており、附則で、施行日を平成２８年４月１日とし

てございます。 

 以上でございます。御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） おはようございます。 

 議案第３０号 紀の川市障害者地域生活支援事業に関する条例の全部改正について、御

説明申し上げます。 

 議案書８３ページをお願いします。 

 この事業は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第７７条の

規定に基づき、２事業として地域の特性や利用者の状況に応じ、柔軟な形態により事業を

効果的・効率的に実施するため、市の条例を整備しているものでございます。 

 今回の改正は、第２条第１５号に規定していましたその他必要事業の事業名を条文化す

るため、また第１０号から第１３号に事業名を明記したこと。また、請求事務の簡素化を

図るため、従来は委託契約により事業を行っていましたが、障害者総合支援法に基づくサ

ービス給付と同様の請求事務とするため、第３条で、指定事業所を、第５条で、地域生活

支援給付を及び第８条で、利用者負担の上限月額を超える場合の高額地域生活支援給付費

の規定を新たに整備し、全部の改正をお願いするものでございます。 

 なお、附則で、施行期日を平成２８年４月１日とし、第２項で、経過措置として、改正

前の事業の利用分について従前の例によると規定し、また第３項で、今回の改正により関

係条例であります紀の川市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の別表第２の一

部の改正をお願いしてございます。 

 以上、議案第３０号の説明といたします。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） 続きまして、議案第３１号、それから議案第３２号

について、説明をさせていただきます。 

 議案第３１号は、紀の川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正についてでございます。 
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 ８８ページをお願いします。 

 第１条に第４項を新設し、時給の報酬の支払いに関し、１時間未満の端数の取り扱いを

明記し、別表においては、行政不服審査を、第３章に規定する審理手続を行う行政不服審

理員の報酬を１万４，０００円と定め、老人ホーム入所判定委員会委員につきましては、

日額報酬を年額１万４，０００円と改め、また紀の川市水道事業運営審議会条例の制定に

伴う水道事業運営委員会委員の報酬を日額７，０００円と定めております。 

 次のページの議案第３２号でございます。紀の川市税条例の一部改正について。 

 ９１ページの新旧対照表をお願いいたします。 

 このページの第８条から９６ページの第１２条では、平成２７年度の税制改正において、

地方税の徴収等に係る猶予制度が見直され、分割納付の方法、申請に基づく換価猶予制度

等を条例で定める旨、地方税法の一部改正が行われたことに伴い、所要の規定の整備を行

っております。 

 続きまして、９６ページ、お願いします。 

 第１８条は、条文の整理。第１８条の２は、改正行政不服審査法の施行に伴う字句の統

一。 

 第５１条第２項第１号及び第１３９条の３第２項第１号の改正は、平成２８年度税制改

正大綱において、地方税分野の一部の手続における個人番号の利用の取り扱いを見直す方

針が示され、地方税法施行規則の一部改正により、市民税等の減免の際、申告書等への個

人番号の記載を求めないとするものでございます。 

 附則において、施行期日と経過措置を規定をしております。 

 以上、御審議お願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第３３号、議案第３４号の２議案に

ついて、御説明いたします。 

 まず、議案第３３号 紀の川市国民健康保険税条例の一部改正について、御説明いたし

ます。 

 議案書１００ページをお願いいたします。 

 今回の改正は、国民健康保険税の税率等を改正するもので、次の１０１ページの第３条

から、次のページの第５条の２までの改正は、基礎課税額に係る所得割額、均等割額、平

等割額、特定世帯に係る平等割額、特定継続世帯に係る平等割額に係るそれぞれの税率及

び額の改正を。 

 第６条から１０３ページの第７条の３までの改正は、後期高齢者支援金等課税額に係る

所得割額、資産割額、均等割額、平等割額、特定世帯に係る平等割額、特定継続世帯に係

る平等割額に係るそれぞれの税率及び額の改正を。 

 第８条から次のページの第９条の３までの改正は、介護納付金課税額に係る所得割額、

資産割額、均等割額、平等割額に係るそれぞれの税率及び額の改正を。 
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 第２３条から１０７ページまでの改正は、国民健康保険税の減額につきましても、基礎

課税分、後期高齢者支援金分、介護納付金分に係る均等割額、平等割額について７割、５

割、２割の軽減額をそれぞれ区分ごとに改め、１０８ページの第２４条の３並びに２５条

の改正は、国民健康保険税の減免に係る申請書及び国民健康保険税に係る納税通知書の字

句を改めるものでございます。 

 附則として、第１項は、施行期日を、第２項は、改正後の紀の川市国民健康保険税条例

の適用区分を定めるものでございます。 

 次に、議案第３４号 紀の川市子ども医療費の支給に関する条例の一部改正について、

御説明いたします。 

 １１１ページでございます。 

 今回の改正は、支給要件の拡充を行うため、第４条で、現行、満１５歳に達する日以後

の最初の３月３１日までの子どもに対して、入院のみ助成するものとしていたものを通院

も助成する旨に改正するものでございます。 

 附則として、第１項、この条例は、平成２８年８月１日から施行する。第２項は、改正

後に受けた医療に係る医療費についての経過措置の規定でございます。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第３５号 紀の川市長寿祝金支

給条例の一部改正について、御説明申し上げます。 

 議案書１１３ページをお願いいたします。 

 今回の改正は、第２条の資格要件のうち、満１００歳の者の資格要件であります６カ月

以上市内に住所を有する基準日について、現行、毎年４月１日現在と規定しているのを満

１００歳に達する日に改め、第２条の全部を改正するものでございます。 

 以上、議案第３５号の説明といたします。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第３６号 紀の川市都市公園条例の一部改正に

ついて、御説明申し上げます。 

 この条例改正は、紀の川市民公園のプール等が都市施設として整備されることに伴い、

社会体育施設条例から都市公園条例に移行するものでございます。 

 議案書１１５ページの新旧対照表をごらん願います。 

 紀の川市都市公園条例の一部を改正する条例の第１３条は、使用料を定めており、第１

項で、字句の整理と管理棟の使用料について追加を行うものでございます。また、第３項

では、使用料等を入場料等に改めるものでございます。 

 次に、１１６ページを願います。 

 別表第１の優良施設において、紀の川市民公園の優良施設の名称で、紀の川市民体育館

の次に、多目的広場、プール、テニスコート、ゲートボール場、管理棟を追加するもので
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ございます。 

 また、別表第２の４、優良施設の使用料でございますが、１１７ページを願います。 

 （３）の紀の川市民公園で、ウ、多目的広場の使用料、エ、プールの使用料、オ、テニ

スコートの使用料かテニスコート備品器具附属設備等の使用料。 

 １１８ページでは、キ、ゲートボール場の使用料、ク、管理棟の使用料をそれぞれ追加

するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、平成２８年６月１日から施行するものでございます。 

 以上、御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 教育部長 稲垣幸治君。 

○教育部長（稲垣幸治君）（登壇） それでは、議案第３７号及び議案第３８号の２議案

について、教育部から補足説明をさせていただきます。 

 まず、議案第３７号 紀の川市社会体育施設条例の一部改正について。 

 議案書１１９ページをお開きください。 

 紀の川市社会体育施設条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。 

 提案理由といたしまして、紀の川市民公園内のプールの完成に伴い、紀の川市打田総合

スポーツ公園を都市公園施設に移行するため、議会の議決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、１２０ページから１２２ページに掲げる新旧対照表のとおりでご

ざいます。 

 なお、附則といたしまして、この条例は、平成２８年６月１日から施行するものでござ

います。 

 続いて、議案第３８号 紀の川市那賀Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正について。 

 議案書１２３ページをお開きください。 

 紀の川市那賀Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部を別紙のとおり改正するものでございます。 

 提案理由といたしまして、利用時間による区分を廃止することによりまして、施設利用

者の利便性の向上を図るため議会の議決を求めるものでございます。また、市民公園のプ

ールの完成に伴い、使用料及び使用時間の統一も図っているところでございます。 

 詳細につきましては、１２４ページに掲げる新旧対照表のとおりでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、平成２８年６月１日から施行するものでございます。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 企画部長 森本浩行君。 

○企画部長（森本浩行君）（登壇） 議案書の１２５ページをごらんください。 

 議案第３９号 紀の川市貴志川線存続基金条例の廃止について、御説明申し上げます。 

 １２６ページをごらんください。 

 この基金は、廃線の危機にあった貴志川線を存続し、住民の交通手段の確保と福祉の向

上を図るため、平成１７年９月９日に提携しました貴志川線存続に関する基本合意書に基

づき、平成１８年度から平成２７年度までの１０年間の運営補助金の上限額２億８，７０
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０万円を積み立て、毎年度基金を取り崩して運営補助金に充当してまいりましたが、初期

の目的を達成しましたので、平成２８年４月１日をもって基金を廃止するものでございま

す。 

 以上、御審議をお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） 議案第４０号 紀の川市廃棄物処理施設条例の廃止

について、御説明申し上げます。 

 １２８ページ、お願いします。 

 今回の改正は、紀の海クリーンセンターの供用開始に伴い、紀の川市内の各廃棄物処理

施設を廃止するため、紀の川市廃棄物処理施設条例を廃止する条例を制定するものでござ

います。 

 附則として、この条例は、平成２８年４月１日から施行するものでございます。 

 御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第４１号 紀の川市老人ゲート

ボール場施設条例の廃止について、御説明申し上げます。 

 議案書１３０ページをお願いいたします。 

 紀の川市貴志川町上野山１４６番地に設置していました老人ゲートボール場については、

設置目的を達成いたしましたので用途変更し、現在、学童保育の敷地として利用していま

すので、既存の条例を廃止するものでございます。 

 以上、議案第４１号の説明といたします。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） ここで、しばらく休憩いたします。 

（休憩 午前１０時４１分） 

――――――――――――――― 

（再開 午前１０時５４分） 

○議長（竹村広明君） 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、補足説明を続けます。 

 企画部長 森本浩行君。 

○企画部長（森本浩行君）（登壇） 議案書の１３１ページをごらんください。 

 議案第４２号 平成２７年度紀の川市一般会計補正予算（第４号）について、地方自治

法第２１８条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 表題に「補正予算書」と書いている別冊の１ページをごらんください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４１６万４，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１６億１，６８９万２，０００円とするも

のでございます。 

 第２条は、繰越明許費に係る規定。 
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 第３条は、地方債の補正に係る規定でございます。 

 ２ページ、３ページをごらんください。 

 第１表、歳入では、地方交付税、財産収入、寄附金、繰入金、市債を増額し、分担金及

び負担金、使用料及び手数料、国庫支出金、県支出金、諸収入を減額しております。 

 続きまして、４ページ、５ページの歳出につきましては、事業執行における過不足の調

整と人事院勧告に伴う人件費の調整を中心に補正措置をしております。 

 ６ページ、７ページをごらんください。 

 第２表 繰越明許費として、２款、総務費から９款、消防費までの１１事業でございま

す。年度内の執行が見込めず翌年度に繰り越して執行する事業でございます。 

 ８ページ、９ページをごらんください。 

 第３表 地方債補正として、電算システム更新事業を追加し、清掃施設整備事業を含め

８事業の限度額を変更しております。 

 それでは、別冊の一般会計補正予算（第４号）に関する説明書の３ページをごらんくだ

さい。 

 歳入の主な補正内容を御説明申し上げます。 

 １０款、地方交付税につきましては、普通交付税の決定により１，８３３万２，０００

円の増額でございます。 

 ４ページをごらんください。 

 １４款、２項、５目、消防費国庫補助金１億１，９９０万３，０００円の増額。防災行

政無線デジタル化事業に係る国の補正予算の採択により、社会資本整備総合交付金を増額

措置しております。 

 ７ページをごらんください。 

 １７款、１項、１目、一般寄附金、ふるさとまちづくり寄附金は、２，０００万円の増

額を見込んでおります。 

 ８ページをごらんください。 

 １８款、２項、１目、基金繰入金のうち、１節、財政調整基金繰入金は、財源調整のた

め１億８万８，０００円増額しております。 

 次に、歳出は、人件費を除く主な事業について御説明申し上げます。 

 １２ページをごらんください。 

 ２款、１項、９目、交通政策費、貴志川線運営補助事業では、和歌山電鐵株式会社が収

益増加策として実施する車両リニューアルに対して支援するため、１，０００万円を増額

しております。 

 １３ページをごらんください。 

 ２款、１項、１３目、電算管理費、電算システム更新事業では、国の補正予算に計上さ

れた自治体情報セキュリティー強化対策事業に基づき、情報セキュリティー対策を強化す

るため、システム構築委託料を５，０５９万円増額するものでございます。 
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 １６目、まちづくり推進費、１，０２６万９，０００円の増額。ふるさとまちづくり寄

附付金の歳入見込み額に対する必要経費を予算措置しております。 

 １５ページをごらんください。 

 ２款、３項、１目、戸籍住民基本台帳費、住民基本台帳事業のうち、個人番号カード交

付事務負担金は、地方公共団体情報システム機構に対する交付事務負担金として１，１０

３万９，０００円を増額するものでございます。 

 ２１ページをごらんください。 

 ３款、１項、４目、障害者総合支援費、障害者総合支援給付事業のうち、障害福祉サー

ビス給付費は、施設入居者の増加に伴い、施設入所支援サービス費が大幅に増加したこと

やサービス種別の増加による給付費を見込んで１，９００万３，０００円を増額しており

ます。 

 ２３ページをごらんください。 

 ３款、１項、１２目、国民健康保険費、国民健康保険事業繰出金４億５，３４６万４，

０００円の増額、保険基盤安定繰入金及び財政安定化支援事業繰入金の確定による増額と

国民健康保険事業勘定特別会計の収支不足に対する特別支援額を予算計上しております。 

 ２５ページをごらんください。 

 ３款、２項、６目、児童福祉施設費、保育所保育環境充実事業５２０万円の増額。市立

保育園におけるＩＣＴ化推進のための保育システム導入や園児の見守りのため、カメラの

設置に必要な経費を補助するものでございます。 

 ２６ページをごらんください。 

 ４款、１項、３目、保険事業費、がん検診事業７６９万７，０００円の増額。個別の胃

がん検診の増加等により、がん検診委託料を増額するものでございます。 

 ２８ページをごらんください。 

 ４款、２項、１目、清掃総務費、紀の海広域施設組合事業２，６７８万３，０００円の

増額。負担金確定により増額しております。 

 ３４ページをごらんください。 

 ６款、２項、２目、林業振興費、有害鳥獣捕獲対策事業８８万４，０００円の増額。イ

ノシシの捕獲頭数の増加により、有害鳥獣捕獲事業等補助金を増額するものでございます。 

 ４１ページをごらんください。 

 ９款、１項、４目、消防施設費、防災行政無線デジタル化事業２億３，３２２万円の増

額。国の補正予算の採択により、有利な社会資本整備総合交付金を活用するため、事業年

度を前倒しして予算措置するものでございます。 

 以上が、今回の補正の主な内容でございます。御審議お願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） それでは、議案第４３号 平成２７年度紀の川市住

宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 
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 別冊補正予算書の１０ページをお開きください。 

 第１条、第１項、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３７万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３，５２２万６，０００円とするものでございます。 

 第２項は、歳入歳出予算の補正の款項の区分の及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 補正内容につきましては、別冊説明書の３ページをお開き願います。 

 歳入につきましては、１款、県支出金、１項、県補助金、１目、土木費、県補助金にお

いて、償還推進助成事業費補助金の確定による３７万円の増額計上でございます。 

 次に、４ページをごらんください。 

 歳出につきましては、１款、土木費、１項、住宅費、１目、住宅新築資金等貸付事業費

において、歳入増額分から人事院勧告に伴う人件費に係る増額分を控除した残額を一般会

計繰出金に増額の計上を行うものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） それでは、議案第４４号、議案第４５号の２議案に

ついて、御説明いたします。 

 まず、議案第４４号 平成２７年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

（第２号）について。 

 別冊の補正予算書１３ページをお願いいたします。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３億２，９１７万５，０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９８億６，５０２万３，０００円とす

るものでございます。 

 続きまして、別冊の補正予算説明書をごらんいただきたいと思います。主なものについ

て、御説明いたします。 

 ３ページの歳入をお願いいたします。 

 ３款、国庫支出金、６款、県支出金は、高額医療費共同事業負担金の額の決定見込みに

より、それぞれ５３万９，０００円の増額を。 

 ５款、前期高齢者交付金は、交付額の確定により２億６、９３０万８，０００円の減額

を。 

 ７款、共同事業交付金は、それぞれの交付金の決定見込みにより、高額医療費共同事業

交付金につきましては、１億３，８９９万１，０００円の増額。保険財政共同安定化事業

交付金につきましては、５１５万２，０００円の減額を。 

 ９款、繰入金は、それぞれの繰入金の見込み額を、特にその他一般会計繰入金につきま

しては、歳入不足に対する財政支援特別繰入金として４億３，０００万円を措置をし、所

要の補正をお願いするものでございます。 

 ５ページからの歳出について、御説明いたします。 
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 ２款、保険給付費は、一般被保険者分、退職被保険者分で、決算見込みにより予算額に

不足が生じるため、それぞれの療養給付費、一般３億８，７９１万３，０００円、退職６，

００４万３，０００円の増額。 

 ６ページの７款、共同事業拠出金は、それぞれの拠出金の額の確定見込みにより、高額

医療費拠出金２１５万６，０００円の増額、保険財政安定化共同事業拠出金１億２，１１

３万８，０００円を減額する措置をし、所要の補正をお願いするものでございます。 

 続きまして、議案第４５号 平成２７年度紀の川市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第２号）について。 

 別冊の補正予算書１６ページをお願いいたします。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，９０９万２，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４億６，８２４万８，０００円とするも

のでございます。 

 別冊の補正予算説明書をごらんいただきたいと思います。 

 ３ページの歳入をお願いいたします。 

 歳入では、３款、繰入金で、保険基盤安定繰入金の確定により１２８万７，０００円の

減額。 

 ５款、諸収入の雑入は、平成２６年度後期高齢者医療広域連合納付金の確定による返還

金４，０３７万９，０００円の増額をしてございます。 

 ４ページ、歳出では、２款、後期高齢者医療広域連合納付金で１２８万７，０００円の

減額。 

 ５款、諸支出で、一般会計繰出金４，０３７万９，０００円を増額し、所要の補正をお

願いするものでございます。 

 以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第４６号 平成２７年度紀の川

市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

 別冊の補正予算書１９ページをお願いします。 

 平成２７年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２億５０８万２，０００円を減額

し、歳入歳出それぞれ６３億６，７４０万３，０００円と定めるものでございます。 

 補正の主な内容についてでございますが、別冊の平成２７年度紀の川市介護保険事業勘

定特別会計補正予算（第２号）に関する説明書３ページをお願いいたします。 

 歳入の３款、調整交付金を除く国庫支出金、４款、支払基金交付金、５款、県支出金は、

本年度の交付金の確定によるもの、また調整交付金については、予定額により予算精査を

お願いしてございます。 
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 また、５ページ、１０款、市債、１目、財政安定化基金貸付金の補正につきましては、

歳出で、介護報酬の改正及び計画推移との差異に伴う決算見込みから、給付費の大幅な減

額補正をお願いしていますが、調整交付金の減額等の理論計算から、財源の不足が発生す

る見込みでございますので、無利子の借り入れをお願いするものでございます。なお、こ

の借り入れにつきましては、現時点での精査による理論計算上の補正でございますので、

決算時での収支の状況において借入額の確定となりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上、議案第４６号の説明といたします。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第４７号 平成２７年度紀の川市公共下水道事

業特別会計補正予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

 別冊補正予算書の２２ページをごらん願います。 

 第１条、第１項として、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４，８３０万６，０

００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億１，６２３万円とするも

のでございます。 

 第２項として、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」によるところでございます。 

 第２条として、翌年度に繰り越しして使用することができる経費は、「第２表 繰越明

許費」によるところでございます。 

 第３条の地方債の変更は、「第３表 地方債補正」によるところでございます。 

 補正内容は、別冊の予算説明書の３ページ以降にございますように、まず歳入でござい

ますが、１款の分担金及び負担金、２款の使用料及び手数料につきましては、決算見込み

による減額でございます。 

 ４ページの３款、国庫支出金につきましても、交付決定額のとおり減額を。 

 ８款の諸収入につきましては、消費税及び地方消費税還付金の確定による増額でござい

ます。 

 ９款、市債につきましては、事業費の確定に伴う借入額の減額でございます。 

 次に、５ページの歳出でございますが、１款、１項、１目、一般管理費の排水整備工事

補助金では、対象件数見込みの修正により減額し、２目、施設管理費につきましては、汚

水量見込みの修正に伴う流域下水道維持管理負担金減額でございます。 

 また、６ページの２款、１項、１目、公共下水道事業費につきましては、水道管の移設

補償費の確定による減額でございます。 

 また、２目、流域下水道事業費では、紀の川中流流域下水道那賀処理区事業建設負担金

において、事業費の確定による減額でございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 水道部長 田村佳央君。 

○水道部長（田村佳央君）（登壇） それでは、議案第４８号から議案第５０号の３議案



平成２８年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２８年２月２６日 

 

－29－ 

について、説明申し上げます。 

 議案書では、１３７ページから１３９ページでございます。 

 まず、議案第４８号 平成２７年度紀の川市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

について、御説明申し上げます。 

 補正予算書の２７ページからをごらんください。 

 第１条で、歳入歳出予算総額からそれぞれ１，３２５万９，０００円を減額するもので、

補正後の歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億６，１４０万５，０００円とするも

のでございます。 

 款項の区分ごとの内容は、２８、２９ページの「第１表 歳入歳出予算補正」のとおり

でございます。 

 ２８ページの歳入の補正については、決算見込みによるもので、７款、諸収入の減額に

ついては受託事業収入の確定。 

 ８款、市債の減額については、水道未普及地域解消事業に係る企業債の発行額確定によ

る減額調整。 

 ２９ページの歳出においては、１款、衛生費において補正を計上してございます。補正

の目的は、主に人事院勧告に基づく人件費の調整と事業費については、決算見込みによる

予算調整でございます。 

 補正の詳細につきましては、別冊の紀の川市水道事業特別会計補正予算（第３号）に関

する説明書に記載してございますので、後ほどごらんおき賜りますようお願い申し上げま

す。 

 続きまして、議案第４９号 平成２７年度紀の川市水道事業会計補正予算（第１号）に

ついて、説明申し上げます。 

 今回の補正については、全て決算見込みによるものでございます。 

 補正予算書の３１ページをお開きください。 

 第２条で、収益的収入及び支出の補正を計上しております。 

 収入につきましては、１款、水道事業収益で３，６９８万８，０００円の減額。内訳と

しまして、営業収益で３，７９８万８，０００円、営業外収益では１００万円の増額。 

 支出では、１款、水道事業費用で７，３７３万５，０００円を減額。内訳は、営業費用

で５，４７７万４，０００円、営業外費用で１，８９６万１，０００円の減額。 

 第３条では、資本的支出におきまして１０万６，０００円を増額するとともに、資本的

収入が資本的支出に対し不足する額について、補填方法を調整してございます。 

 補正の詳細としましては、別冊の紀の川市水道市事業会計補正予算（第１号）に関する

説明書の４ページをごらんいただきたいと思います。 

 収益的収入につきましては、１款、１項、２目、受託工事収益の減については、公共下

水道事業等で支障となる水道管布設がえに要する補償費の決算見込みによる減額。 

 また、２項、７目の補助金では１００万円の増額。内容は、現在実施してございます水
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道事業基本計画変更策定業務の一部につきまして、官民連携等基盤強化推進事業交付金の

対象となることが認められましたので、交付決定額の１００万円を新規に予算化してござ

います。 

 ５ページ、６ページの収益的支出では、１款、１項、１目、原水及び浄水費、２目の配

水及び給水費、４目、総係費では、人事院勧告と人事異動による人件費の調整。 

 ３目、受託工事費については、各受託工事費用について決算見込みにより調整してござ

います。 

 １款、２項、営業外費用では、企業債償還利息の確定並びに消費税及び地方消費税の減

額については、平成２６年度からの繰り越し事業の影響等により、納付税額が減少見込み

となったための減額となってございます。 

 ７ページの資本的支出では、人事院勧告による人件費の調整でございます。 

 水道事業会計補正予算（第１号）については、以上でございます。 

 続きまして、議案第５０号 平成２７年度紀の川市工業用水道事業会計補正予算（第１

号）について、説明申し上げます。 

 補正予算書の３２ページをお願いします。 

 本会計についても、全て決算見込みによる補正でございます。 

 第２条で、収益的収入及び支出の補正を計上しており、収入では、第１款で、工業用水

道事業収益を４４０万円減額。 

 支出では、第１款、工業用水道事業費用を２４１万４，０００円減額しております。 

 補正の詳細については、別冊の紀の川市工業用水道事業特別会計補正予算（第１号）に

関する説明書の３ページ、４ページをごらんください。 

 １款、工業用水道事業収益の減額につきましては、当初給水協議を行っておりました新

規加入予定の２事業者のうち、１社が加入おくれ、もう１社は工場建設凍結による加入中

止による使用料の減額でございます。 

 ４ページの収益的支出では、人事異動と人事院勧告による人件費の調整でございます。 

 工業用水道事業会計の補正については、以上でございます。 

 以上、３議案について補足説明を終わります。御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 企画部長 森本浩行君。 

○企画部長（森本浩行君）（登壇） 議案書の１４０ページをごらんください。 

 議案第５１号 平成２８年度紀の川市一般会計予算について、地方自治法第２１１条第

１項の規定により、平成２８年度紀の川市一般会計予算について議会の議決を求めるもの

でございます。 

 別冊の平成２８年度予算書の１ページのほうをごらんください。 

 平成２８年度紀の川市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ３０７億５，０００万円

と定める。 
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 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出、

予算」による。 

 第２条は、債務負担行為に係る規定。 

 第３条は、地方債に係る規定。 

 第４条で、一時借入金の最高額を９３億円と定め。 

 第５条で、歳出予算の流用について規定しております。 

 ２ページをごらんください。 

 「第１表 歳入歳出予算」でございます。 

 ２ページから６ページにかけ、歳入歳出予算として、それぞれの款項にわたりまして３

０７億５，０００万円の合計額を見込んでおります。 

 次の７ページは、「第２表 債務負担行為」でございます。債務負担行為の時効、期間、

限度額を順次申し上げます。 

 紀の川市土地開発公社が借り入れする事業資金の債務保証、平成２８年度７億１，００

０円に借り入れ期間中の利子を付した額、地域福祉計画策定委託、平成２９年度２８０万

円、青洲の里管理運営委託、平成２９年度から平成３０年度４，０００万円、ハイランド

パーク粉河管理運営委託、平成２９年度から平成３０年度１，０００万円、細野渓流キャ

ンプ場管理運営委託、平成２９年度から平成３０年度２８０万円、統合給食センター学校

給食委託、平成２８年度から平成３１年度１億２，６８０万円。 

 ８ページをごらんください。 

 「第３表 地方債」でございます。起債の目的と限度額を順次申し上げます。 

 総務管理施設整備事業３億７７０万円、児童福祉施設整備事業４，６６０万円、保健衛

生施設整備事業３，８００万円、清掃施設整備事業２億７，０１０万円、農業施設整備事

業１億９，１１０万円、道路橋梁整備事業３億７，１２０万円、都市計画施設整備事業２，

７７０万円、消防施設整備事業８，２２０万円、小学校施設整備事業２億２，５７０万円、

中学校施設整備事業４５０万円、社会教育施設整備事業１億７，８６０万円、保健体育施

設整備事業８，９６０万円、臨時財政対策債９億５，０００万円、合計額は、２７億８，

３００万円でございます。 

 それでは、歳入歳出につきまして、平成２８年度予算額と増減理由を中心に御説明申し

上げます。 

 別冊で配付させていただいております「平成２８年度当初予算の概要・財政資料編」の

１ページをごらんください。 

 まず、歳入でございますが、市税の総額は６３億８，０１１万７，０００円、対前年度

比０．４％の減となっております。 

 下段の表、市税の内訳をごらんください。 

 市税のうち、市民税は２７億５，６００万円、対前年度比０．６％の減、地方法人税創

設に伴い、法人税割が減少しております。固定資産税は２７億２，７６９万７，０００円、
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土地価格の下落が続いていますが、家屋と償却資産の増加により、対前年度比０．３％の

増としております。軽自動車税２億７４０万円、二輪車等の税率改正により対前年度比６．

１％の増。たばこ税は３億５，７０２万円、喫煙者の減少により対前年度比８．０％の減。

都市計画税は３億３，２００万円、対前年度比０．１％の減でございます。 

 上の表にお戻りください。 

 地方譲与税２億３，０００万１，０００円、地方財政計画を参考に、昨年度と同額を計

上しております。 

 利子割交付金２，３００万円、配当割交付金３，２００万円、株式等譲渡所得割交付金

１，０００万円は、平成２７年度の交付実績から推計して予算計上をしております。 

 次に、地方消費税交付金８億２，４００万円、対前年度比４１．３％の増、地方消費税

率改定の影響により２億４，１００万円の増額を見込んでおります。 

 ゴルフ場利用税交付金は３，３００万円。 

 自動車取得税交付金４，０００万円。 

 地方特例交付金３，４００万円につきましても、平成２７年度の交付実績から推計して

予算計上をしております。 

 地方交付税は１１０億５，０００万円、対前年度比０．９％の増、１億円の増額。地方

財政計画を参考に、合併算定がえ及び公債費算入後を加味し算出しております。 

 交通安全対策特別交付金７００万円は、平成２７年度実績等から推計しております。 

 分担金及び負担金３億８，９２３万６，０００円、対前年度比３．０％の減。主に、保

育所保育料の現年分の減額によるものでございます。 

 次に、使用料及び手数料２億２，３７６万８，０００円、対前年度比８．７％の減。一

般廃棄物処理手数料等の減額によるものでございます。 

 国庫支出金３３億５４３万２，０００円、対前年度比２．４％の減。社会資本整備総合

交付金等の減額により８，０２３万円の減額でございます。 

 県支出金２１億８，４６８万９，０００円、地籍調査事業負担金の増額等により、対前

年度比５．０％の増を見込んでおります。 

 財産収入４，２２８万５，０００円、対前年度比１．２％の増。 

 寄附金１億２，０００万２，０００円、ふるさとまちづくり寄附金の大幅な増額を見込

んで１億１，９９２万円を増額計上しております。 

 繰入金２１億３，４５４万７，０００円、対前年度比３８．８％の増。起債の繰上償還

に伴い、減債基金からの繰入金が増加したことにより５億９，６１６万３，０００円の増

額計でございます。 

 繰越金５，０００万円、前年度繰越金を計上しております。諸収入８億５，３９２万３，

０００円、対前年度比３３．８％の減、４億３，５８０万３，０００円の減額。土地開発

公社経営支援資金貸付金元利収入等の減額によるものでございます。 

 市債２７億８，３００万円、対前年度比２２．４％の減、８億３５０万円の減額。合併
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特例債対象事業の減によるものでございます。 

 以上、歳入合計は３０７億５，０００万円でございます。 

 次に、歳出について、御説明申し上げます。 

 ２ページ上段の歳出目的別をごらんください。 

 議会費２億２，５９３万６，０００円、対前年度比１３．７％の減。議員年金負担金等

の減額によるものでございます。 

 総務費３９億９，８３９万８，０００円、対前年度比４．１％の減、１億７，１９５万

２，０００円の減額。土地開発公社経営支援資金貸付金及び国体実行委員会補助金等の減

額によるものでございます。 

 民生費１０４億２５１万１，０００円、対前年度比１０．９％の増、１０億２，１２７

万円の増額。国民健康保険事業勘定特別会計への繰出金及び私立保育園施設整備補助金等

の増額によるものでございます。 

 衛生費２９億５，６７４万４，０００円、対前年度比１４．０％の減、４億８，２１６

万９，０００円の減額。主に、紀の海広域施設組合負担金の減額によるものでございます。 

 労働費１２万７，０００円、雇用対策事業費を計上しております。 

 農林業費９億３，６０７万３，０００円、対前年度比７．６％の増。６，５７７万６，

０００円の増額、県営広域営農団地農道整備事業費の増額等によるものでございます。 

 商工費２億５４８万３，０００円、対前年度比１６．９％の増、２，９７４万９，００

０円の増額。主に、地域おこし協力隊活動事業費の増加によるものでございます。 

 土木費２８億８６２万５，０００円、対前年度比３１．１％の減、１２億６，６４２万

円の減額。紀の海広域施設組合周辺対策事業費の減額等によるものでございます。 

 消防費１１億５，１１２万３，０００円、対前年度比４．４％の増、４，８４２万１，

０００円の増額。消防施設整備事業費等の増額によるものでございます。 

 教育費２２億４，７２２万８，０００円、対前年度比１３．７％の減、３億５，７８２

万３，０００円の減額でございます。主に、竜門小学校校舎等改築事業完了に伴う工事費

の減額によるものでございます。 

 災害復旧費には、１万３，０００円を計上しております。 

 公債費５７億６，７７３万９，０００円、対前年度比１９．７％の増、９億４，９１０

万円の増額。主に、起債の繰上償還に係る元金の増によるものでございます。 

 予備費は、５，０００万円でございます。 

 以上、歳出合計が３０７億５，０００万円を計上しております。 

 また、別冊でお渡ししております「平成２８年度当初予算の概要・主要事業編」のほう

をごらんいただきたいと思います。 

 ３ページから１７ページにかけまして、１４２の主要事業を本市の長期総合計画に掲げ

る五つの政策目標ごとに担当課、事業名、事業概要、予算額を掲載しております。説明は

省略させていただきますので、ごらんおきください。 
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 以上、平成２８年度一般会計当初予算の概要でございます。御審議お願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第５２号 平成２８年度紀の川市住宅新築資金

等貸付事業特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 予算書１０ページをお開きください。 

 第１条として、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ２，２００万円とするものでご

ざいます。 

 第２項として、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入

歳出予算」によるところでございます。 

 第２条として、一時借入金の借り入れの最高額は７００万円と定めるものでございます。 

 内容につきましては、予算説明書の２１６ページをお開きください。 

 歳入では、５款、諸収入、２項、貸付金元利収入において、現年分、滞納繰越分、合計

で２，１２３万７，０００円を計上し、債権数、償還額の減少により、対前年度比で２９

４万８，０００円の減額となってございます。 

 次に、２１７ページの歳出では、１款、土木費、１項、住宅費、１目、住宅新築資金等

貸付事業費において１，５１５万８，０００円の計上であり、対前年度比で１７４万４，

０００円の減額でございます。 

 次に、２１８ページの２款、公債費、１項、公債費において、長期債元金・利子合計で

６７０万２，０００円の計上であり、対前年度比で７６万６，０００円の減額となってご

ざいます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、議案書１４２ページ、議案第５３号 平

成２８年度紀の川市土地取得事業特別会計予算についてです。 

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 別冊の平成２８年度予算書１３ページをお願いいたします。 

 第１条、第１項で、歳入歳出予算の総額をそれぞれ７０万円と定めております。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるということでございます。 

 １４ページ、１５ページお願いいたします。 

 歳入では、財産収入として、基金利子７０万円見込みまして、歳出では、同額を土地開

発基金に積み立てるものでございます。 

 土地取得事業特別会計については、以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 市民部長 中邨 勝君。 

○市民部長（中邨 勝君）（登壇） 議案第５４号から議案５６号までの３議案について、

御説明いたします。 
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 まず、議案第５４号 平成２８年度紀の川市国民健康保険事業勘定特別会計予算につい

て、説明いたします。 

 別冊の平成２８年度予算書の１６ページをお願いいたします。 

 平成２８年度紀の川市の国民健康保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 第１条、歳入歳出の総額は歳入歳出それぞれ９９億４００万円と定めるものでございま

す。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の最高額を３０億円と定め、第３条で、歳出予算の流用について

の規定をしてございます。 

 別冊の予算説明書をお願いいたします。 

 ２３４ページの歳入でございます。 

 １款、１項、国民健康保険保険税、１目、一般被保険者保険税でありますが、税率の改

定を見込んだ中で、平成２７年度におる直近の調定額を基礎に、推定加入見込み人数１万

８，５１０人に対して、現年度課税分１６億４７０万円、滞納繰越分で２７年度決算見込

み額をもとに６，７９０万円を、合計１６億７，２６０万円を計上してございます。 

 ２目、退職被保険者等保険税につきましても、一般被保険者と同様の算定方式により、

推定加入見込み人数９７０人に対して、現年度課税分１億２，２５０万円、滞納繰越分３

５０万円、合計１億２，６００万円を計上してございます。 

 ２３５ページから２３７ページにかけての３款、国庫支出金、４款、療養給付費等交付

金、５款、前期高齢者交付金、６款、県支出金、７款、共同事業交付金につきましては、

それぞれの関連する歳出予算に対し一定の歳出基準等に基づき、国、県等からの負担金、

補助金及び交付金を計上してございます。 

 また、２３７ページ、２３８ページの９款、繰入金ですが、１項、一般会計繰入金につ

きましては、法定の繰り入れ分のほかに歳入不足に対する財源措置として、財政支援特別

繰入金２億円を計上してございます。 

 歳入合計９９億４００万円として予算編成をしております。 

 次に、２４０ページ、歳出予算について御説明いたします。 

 １款、総務費につきましては、国保事務に要する経費、国保連合会への負担金や国保税

の徴収事務に要する経費等を。 

 ２４１ページから２４４ページにかけての２款、保険給付費につきましては、退職被保

険者分で減額がございますが、全体では増額計上とさせていただいており、要因といたし

ましては、返還の医療給付費に要する額について、過去３年分の実績を勘案し、平成２８

年度の１人当たり保険給付の見込み額を算出した結果、２７年度と比較して伸びたことが

要因と思われます。 
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 次に、３款、後期高齢者支援金等。 

 ４款、前期高齢者納付金等。 

 次のページ、６款、介護納付金。 

 ７款、共同事業拠出金につきましては、国等が示された算定式に基づき、算出した額を。 

 ５款、老人保健拠出金につきましては、医療費は項目設定、事務費は実績に基づく確保。 

 次の２４６ページの８款、保険事業費につきましては、特定健康診査、レセプト点検や

脳ドックに要する経費を計上してございます。 

 歳出合計９９億４００万円で予算編成となってございます。 

 続きまして、議案第５５号 平成２８年度紀の川市国民健康保険直営診療施設勘定特別

会計予算について。 

 別冊の予算書の２１ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ８，１５０万円と定めるものでござい

ます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を２，５００万円と定めるものでございます。 

 別冊の予算説明書２５３ページ、２５４ページの歳入から御説明いたします。 

 １款、診療収入につきましては、２７年度決算見込み額をもとに４，７８１万４，００

０円。 

 ３款、繰入金につきましては、経営補助として一般会計から２，１２３万６，０００円、

国保会計から１，２２８万３，０００円を計上してございます。 

 歳入合計８，１５０万円として予算編成をしてございます。 

 続きまして、２５５ページから２５８ページの歳出でございますが、１款、施設費につ

きましては、主なものとして、医師の報酬、職員給与及び事務費等並びに薬剤材料費等を

計上してございます。 

 ２款、公債費につきましては、長期債、元金と利子を計上してございます。 

 歳出合計８，１５０万円として予算編成してございます。 

 続きまして、議案第５６号 平成２８年度紀の川市後期高齢者医療特別会計予算につい

て。 

 別冊の予算書２４ページをお願いいたします。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１４億６，１９０万円と定めるもので

ございます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条は、一時借入金の借り入れの最高額を４億４，０００万円と定めるものでござい

ます。 
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 別冊の予算説明書２７０ページ、歳入をお願いいたします。 

 １款、保険料につきましては、後期高齢者医療広域連合で決定された保険料率に基づい

て、賦課決定される保険料４億８，２２５万４，０００円を。 

 ３款、繰入金につきましては、事務費に係る繰入金、保険料の軽減に係る保険基盤安定

繰入金、医療給付に係る療養給付費繰入金９億７，５８６万円を計上し、歳入合計１４億

６，１９０万円として予算編成してございます。 

 次に、２７２ページから２７４ページの歳出でございます。 

 １款、総務費につきましては、保険給付等に要する経費と保険料の徴収に要する経費７

８０万４，０００円を。 

 ２款、後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、被保険者の方から徴収する保険

料、保険基盤安定制度負担金、療養給付費負担金、事務費負担金１４億４，９７０万５，

０００円を。 

 ３款、保健事業費につきましては、脳ドック検診３０名分の受診委託料１６３万２，０

００円を計上し、歳出合計１４億６，１９０万円として予算編成をしてございます。 

 以上、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 保健福祉部長 服部恒幸君。 

○保健福祉部長（服部恒幸君）（登壇） それでは、議案第５７号 平成２８年度紀の川

市介護保険事業勘定特別会計予算について、御説明申し上げます。 

 別冊予算書２７ページをお願いいたします。 

 平成２８年度紀の川市の介護保険事業勘定特別会計予算は、次に定めるところによる。 

 第１条では、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６億９，６００万円と定めてご

ざいます。これ前年度と比べ１億６，７００万円、率にして約２．６％の増加となってご

ざいます。 

 第２条では、３２ページに示しています要介護認定業務委託と第７期介護保険事業計画

及び高齢者福祉計画策定委託の債務負担行為を。 

 第３条では、地方自治法第２３５条の３第２項による一時借入金の限度額。 

 第４条では、地方自治法第２２０条第２項、ただし書きの規定による歳出予算の運用に

ついて定めているところでございます。 

 予算の主な内容でございますが、別冊の平成２８年度紀の川市介護保険事業勘定特別会

計予算に関する説明書２８２ページをお願いいたします。 

 歳出の１款、総務費では、一般事務費のほか第１号被保険者数、診査件数等を推計し、

予算編成を行っているところでございます。 

 また、２８４ページ、１款、４項、１目、計画策定委託費につきましては、第７期の介

護保険計画の策定に向け、２カ年事業として、先ほど説明いたしました債務負担行為額２

２０万円と合わせ、予算額をお願いしているところでございます。 

 続いて、２８５ページ、２款、保険給付費でございますが、第６期介護保険計画との乖
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離はありますが、平成２７年度の決算見込みをベースとし、各種サービス受給者数及びサ

ービス料を推計し、予算計上。その結果、前年度より１億５，２５０万円の増加となって

ございます。 

 なお、平成２８年度より利用定員１８人以下の小規模の通所介護事業所が、市町村事業

である地域密着型サービスに移行されることに伴い、所要の予算措置を行ってございます。 

 また、５款、公債費でありますが、２９３ページをお願いいたします。 

 ５款、２項、１目、財政安定化基金償還金３，０００万円につきましては、第５期介護

保険事業時に借り入れた９，０００万円の分割償還で予算を計上してございます。 

 一方、歳入につきましては、制度内の財源充当による予算措置を行っていますが、給付

費の伸びにより、ページが前後しますが、２７７ページ、３款、２項、１目、調整交付金

以外については増加してございます。この調整交付金の減額の要因は、国から示される調

整率とあわせ、前期高齢者、後期高齢者の人口構成によるものでございます。 

 また、介護保険料については、各所属団体の人数を推計し、あわせて低所得者の保険料

の削減制度を加味し予算計上した結果、被保険者の増加により前年度より１億１，３６６

万６，０００円の増加となってございます。 

 以上、議案第５７号の説明といたします。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第５８号から議案第６０号までの３議案につい

て、御説明申し上げます。 

 まず、議案第５８号 平成２８年度紀の川市公共下水道事業特別会計予算について。 

 予算書の３３ページをお開き願います。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１２億３，２４０万円と定めるもので、

対前年度比４．５％の減でございます。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」のとおりでございます。 

 第２条は、第２表のとおり、地方債について定めております。 

 第３条で、一時借入金の借り入れ最高額を３億７，０００万円と定めるものでございま

す。 

 内容につきましては、予算説明書３０６ページをお開きください。 

 まず、歳入の主な内容ですが、１款、分担金及び負担金では、下水道に接続があった場

合の受益者分担金並びに受益者負担金を計上してございます。受益者分担金並びに負担金

の合計の対前年度比は、３４．３％の減額となってございます。 

 ２款、使用料及び手数料では、下水道使用料並びに責任技術者及び指定工事店、それぞ

れの登録更新手数料を計上しており、下水道使用料では当初における一般家庭、事業所及

び公共施設の加入見込みを考慮し年間使用料金を算定してございます。対前年度比０．

８％の減額でございます。 
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 ３０７ページの３款、国庫支出金では１億４，３８５万円の計上で、対前年度比１５．

４％の減となってございます。 

 ３０８ページの９款、市債では２億７，３２０万円で、対前年度比８．０％の減でござ

います。 

 次に、３０９ページの歳出の主な内容でございますが、１款、総務費において、ほぼ前

年度並みで、対前年度比０．４％の減額となってございます。 

 １目、一般管理費については、人件費で職員１名分の減となり、３１０ページの２目、

施設管理費については、人件費で職員１名の減と施設管理事業で３１１ページの１９節、

流域下水道維持管理負担金が、対前年度比９．３％の増となったため、差し引きで増額と

なってございます。 

 ２款、事業費では５億４，２９５万２，０００円で、対前年度比１０．５％の減となっ

ております。 

 １目、公共下水道事業の内容といたしましては、約６．５ヘクタールの面整備と新たに

１１ヘクタールの区域について供用開始を予定してございます。 

 また、３１２ページの２目、流域下水道事業費では、紀の川市中流流域下水道事業建設

負担金並びに処理場周辺地域整備事業における紀の川市の負担金を計上してございます。 

 紀の川市公共下水道事業特別会計予算については、以上でございます。 

 次に、議案第５９号 平成２８年度紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算

について、御説明申し上げます。 

 予算書の３７ページをお開き願います。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ５，７７０万円と定めるもので、対

前年度比で２．５％の増となっております。 

 第２項の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」によるところでございます。 

 第２条で、一時借入金の借り入れ最高額を１，８００万円と定めております。 

 内容につきましては、予算説明書３２５ページをお開きください。 

 まず、歳入の主な内容でございますが、２款、使用料及び手数料の下水道の使用料でご

ざいますが、対前年度比で２．８％の減となっております。 

 次に、３２７ページの歳出ですが、１款、１項、総務管理費において、マンホールの改

修工事費の計上により増額となっております。他の支出内容は、ほぼ前年度並みでござい

ます。 

 紀の川市特定環境保全公共下水道事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 

 次に、議案第６０号 平成２８年度紀の川市農業集落排水事業特別会計予算について、

御説明申し上げます。 

 予算書の４０ページをお開き願います。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４，０４０万円と定めており、対前
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年度比は０．２％減となってございます。 

 第２項の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」のとおりでございます。 

 第２条で、一時借入金の借り入れ最高額を１，３００万円と定めてございます。内容に

つきましては、予算説明書３３２ページをお開きください。 

 まず、歳入につきましては、２款、使用料及び手数料の１項、使用料は７４７万９，０

００円で、対前年度比１．０％の減となっております。理由といたしましては、接続世帯

数の減少によるものでございます。 

 次に、３３４ページの歳出では、１款、１項、総務管理費における対前年度比が１７．

８％の減となっております。施設管理事業のうち、施設器具修繕料において中継ポンプの

耐用年数の経過により、交換時期に差しかかっておりますが、翌年度以降で長寿命化計画

による対応を予定しているため、本年度は突発性の修繕料のみを計上することにより、対

前年度比７８．２％の減となってございます。 

 ３３５ページの２款、１項、公債費では、善田地区の元利償還がかさみ、対前年度比４．

９％の増となってございます。 

 紀の川市農業集落排水事業特別会計予算につきましては、以上でございます。 

 以上、３議案について、御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） ここで、しばらく休憩いたします。 

（休憩 午前１１時５９分） 

――――――――――――――― 

（再開 午後 １時００分） 

○議長（竹村広明君） 再開いたします。 

 休憩前に引き続き、補足説明を続けます。 

 水道部長 田村佳央君。 

○水道部長（田村佳央君）（登壇） それでは、議案第６１号 平成２８年度紀の川市簡

易水道事業特別会計予算について、補足説明を申し上げます。 

 議案書では、１５０ページでございます。 

 別冊の予算書の４３ページからでございます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ９億４００万円と定めております。対前年度比は５，６０

０万円、率にして５．８％の減でございます。 

 第２条では、地方債について。 

 第３条では、一時借入金の最高額を定めております。 

 ４４ページ、第１表 歳入歳出予算をごらんください。 

 歳入の主なものとしまして、２款、使用料及び手数料、１項、使用料４，０３５万２，

０００円につきましては、過去５カ年のそれぞれの４簡水ごとの平均収納率を参考に予測

してございます。 



平成２８年第１回紀の川市議会定例会会議録（第１号） 平成２８年２月２６日 

 

－41－ 

 ３款、国庫支出金につきましては、水道未普及地解消事業に係るものでございます。 

 また、８款、市債については、同じく水道未普及地域解消事業並びに簡易水道施設管理

運営事業に係る財源でございます。 

 ４５ページ、歳出につきましては、１款、衛生費においては８億１，３６６万５，００

０円で、対前年度比９，０７８万４，０００円の減、率にして１０％の減となっておりま

す。減額の主な原因は、水道未普及地解消事業に係る経費の減額によるものでございます。 

 ４６ページ、第２表に、本年度予定しております起債の目的、限度額について記載して

ございます。 

 公営企業会計適用債につきましては、平成２９年４月１日付で簡易水道事業会計と水道

事業会計を統合する計画となっておりますが、簡易水道事業会計を公営企業会計に移行す

るために要する費用については起債対象となりますので、今回借り入れを予定してござい

ます。簡易水道事業につきましては、水道未普及地域解消事業と、ほか１件の工事のため

借り入れを予定しているものでございます。 

 簡易水道事業会計については、以上でございます。 

 また、予算の詳細につきましては、別冊の予算説明書３３７ページからとなっておりま

す。後ほどごらんおき賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（竹村広明君） 農林商工部長 岩坪純司君。 

○農林商工部長（岩坪純司君）（登壇） それでは、議案書１５１ページの議案第６２号 

平成２８年度紀の川市池田財産区特別会計についてから、議案書１６１ページの議案第７

２号 平成２８年度紀の川市平池財産区特別会計についてまでの１１議案につきまして、

一括説明をさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

 別冊の平成２８年度予算書の４７ページから記載しております池田財産区をはじめとす

る各財産区の特別会計予算につきましては、それぞれ第１条で、歳入歳出予算の総額並び

に歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額を定めてございまして、地方自治法

第２１１条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 平成２８年度予算の計上にあたりましては、前年度実績と十分精査を行った上で各財産

区の管理運営に要する経費を中心に予算措置をさせていただいてございます。１１財産区

の予算総額は１，８１６万円で、前年度より２４０万円の増加となってございます。 

 また、池田財産区におきましては、前年度に引き続きまして、作業道補修工事の実施を

予定してございます。田中財産区では、管理地の崩土除去経費を新たに予算措置をしまし

たほか、最上、神田、市場、元財産区では、地元自治区から住民福祉向上のための施設整

備に係る補助金要望があった３件につきまして、地域活動事業補助金として予算を計上さ

せていただいてございます。 

 以上、１１議案につきまして、御審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（竹村広明君） 水道部長 田村佳央君。 
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○水道部長（田村佳央君）（登壇） それでは、議案第７３号及び議案第７４号の２議案

について、説明申し上げます。 

 議案書では、１６２、１６３ページです。 

 先に、議案第７３号 平成２８年度紀の川市水道事業会計予算について、説明申し上げ

ます。 

 予算書の８０ページをお開き願います。 

 第２条で、業務の予定量を平成２８年度末給水戸数を２万２，７２２軒、対前年度比７

７軒の減、年間総給水量を６２０万立方メートルと予測してございます。 

 第３条は、収益的収入及び支出に係る予算を定めてございます。水道事業収益は１２億

９，３７９万９，０００円、対前年度比は４．８％の減。減額の主な要因としまして、給

水収益、受託工事収益並びに加入金の減少でございます。また、収益的支出では１２億９，

０８４万３，０００円で、対前年度比３．１％の減となっております。減額の主な原因は、

受託工事費の減額が主な要因となってございます。 

 第４条、資本的収入及び支出では、資本的収入２億７，６９５万６，０００円で、対前

年度比１３．５％の減となります。減額の主な原因は、企業債の借入額の減でございます。

資本的支出では８億２，３４７万４，０００円で、対前年度比８．２％の増となってござ

います。資本的支出の増額の主な原因としましては、建設改良費における工事請負費の増

額でございます。また、資本的収入が資本的支出に対し不足する額５億４，６５１万８，

０００円につきましては、当年度分消費税及び地方消費税、資本的収支調整額並びに過年

度分損益勘定留保資金で補填をするものとしてございます。 

 ８１ページをお願いします。 

 第５条では、企業債について定めております。目的は、水道施設整備事業で２件の更新

工事のため、借り入れを予定してございます。 

 第６条では、一時借入金の限度額について。 

 第７条では、予定支出の各項の経費の金額の流用について。 

 第８条では、議会の議決を得なければ流用ができない経費について。 

 第９条では、棚卸資産購入限度額について定めております。 

 水道事業会計については、以上でございます。 

 予算の詳細説明については、別冊の予算説明書４１５ページからとなっておりますので、

後ほどごらんおき賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第７４号 平成２８年度紀の川市工業用水道事業会計予算について、

補足説明申し上げます。 

 予算書の８２ページをお願いします。 

 第２条で、業務の予定量を定めております。加入事業所数を現在の８事業者、年間給水

量は４２万２，０００立方メートルを見込んでございます。 

 ３条では、収益的収入及び支出を定めており、収益的収入は４，４１１万１，０００円、
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対前年度比で９．９％の減となっております。減額の主な原因としましては、給水収益の

減額が主な原因でございます。収益的支出は４，０７８万５，０００円で、対前年度比は

５．３％の減で、ほぼ前年並みでございます。 

 ４条では、資本的収入及び支出を定めており、資本的収入は工事負担金の項目設定のみ、

また資本的支出では、拡張工事のために借り入れを行った企業債償還金の据置期間が終わ

り、２８年度より償還開始となりますので、対前年度比２７．１％の増となっております。

資本的収入が資本的支出に不足する額２，２７１万６，０００円は、過年度分損益勘定留

保資金及び減債積立金で補填するものと予定してございます。 

 ８３ページ、第５条では、一時借入金の限度額を。 

 第６条では、予定支出の各項の経費の金額の流用について。 

 第７条では、議会の議決を得なければ流用することができない経費について定めており

ます。 

 第８条では、棚卸資産の購入限度額を定めてございます。 

 工業用水道事業会計については、以上でございます。 

 また、予算の詳細につきましては、別冊の予算に関する説明書４４９ページからとなっ

てございます。後ほどごらんおきいただきますようお願い申し上げます。 

 以上、２議案について、補足説明を終わります。御審議よろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第７５号から議案第７７号までの３議案につい

て、一括して御説明申し上げます。 

 まず、議案第７５号 権利の放棄について。 

 議案書の１６４ページをお開き願います。 

 記といたしまして、１、放棄する権利、住宅新築資金貸付金に係る債権。２、債務者、

住所及び氏名は、議案書記載のとおりでございます。３、放棄する債権の額、住宅新築資

金国費貸付金２３５万６，４０１円。内訳として、元金２１３万２６２円、利息２２万６，

１３９円、４、権利放棄の理由、債務者は高齢と病弱で資力もなく、保証人も死亡してい

る。よって、償還不能と認められるため、権利を放棄するものでございます。 

 次に、議案第７６号 権利の放棄について。 

 議案書の１６５ページをごらん願います。 

 記といたしまして、１、放棄する権利、住宅改修資金貸付金に係る債権。２、債務者、

住所及び氏名は、議案書記載のとおりでございます。３、放棄する債権の額、住宅改修資

金国費貸付金７８万５，１００円。内訳として、元金７０万９，７７４円、利息７万５，

３２６円。４、権利放棄の理由、債務者は死亡し、家族もなく、保証人も死亡している。

よって、償還不能と認められるため、権利を放棄するものでございます。 

 次に、議案第７７号 権利の放棄について。 

 議案書の１６６ページをお開き願います。 
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 記といたしまして、１、放棄する権利、住宅新築資金貸付金に係る債権。２、債務者、

住所及び氏名は、議案書記載のとおりです。３、放棄する債権の額、住宅新築資金県費貸

付金７４万８２７円。内訳として、元金７０万３２円、利息４万７９５円。４、権利放棄

の理由、債務者は事業不振により破産し、資産もなく生活保護受給中であり、連帯保証人

も死亡している。よって、償還不能と認められるため、権利を放棄するものでございます。 

 以上、３議案について、御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 農林商工部長 岩坪純司君。 

○農林商工部長（岩坪純司君）（登壇） それでは、議案第７８号から議案第８３号まで

の指定管理者の指定についての６議案につきまして、御説明をいたします。 

 議案書の１６７ページをお開きください。 

 本６議案につきましては、提案理由が同じでございます。地方自治法第２４４条の２第

６項の規定により、指定審理者を指定することにつきまして、議会の議決を求めるもので

ございます。 

 議案第７８号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称は、

紀の川市青洲の里、所在地は、紀の川市西野山４７３番地です。２、指定管理者となる団

体の名称は、一般財団法人青洲の里、住所は、紀の川市西野山４７３番地、代表者名は、

理事長 城口 豊です。３、指定の期間は、平成２８年４月１日から平成３１年３月３１

日までの３年間であります。 

 次に、１６８ページをお願いいたします。 

 議案第７９号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称は、

ハイランドパーク粉河、所在地は、紀の川市中津川８０２番地です。２、指定管理者とな

る団体の名称は、鎌垣財産区、住所は、紀の川市西大井３３８番地、代表者名は、管理者、

紀の川市長 中村愼司です。３、指定の期間は、平成２８年４月１日から平成３１年３月

３１日までの３年間でございます。 

 続きまして、１６９ページをお願いいたします。 

 議案第８０号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称は、

紀の川市農村交流施設（通称、那賀ふれあい市場）、所在地は、紀の川市切畑１２７３番

地９です。指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組合、住所は、紀の川市上野

１２番地５、代表名は、代表理事組合長 山田泰行です。３、指定の期間は、平成２８年

４月１日から平成３１年３月３１日までの３年間でございます。 

 続きまして、１７０ページをお願いいたします。 

 議案第８１号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称は、

紀の川市桃山産業振興館（通称、桃山特産センター）、所在地は、紀の川市桃山町市場４

０４番地４です。２、指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組合、住所は、紀

の川市上野１２番地５、代表者名は、代表理事組合長 山田泰行です。３、指定の期間は、

平成２８年４月１日から平成３１年３月３１日までの３年間でございます。 
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 続きまして、１７１ページをお願いいたしします。 

 議案第８２号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称は、

細野渓流キャンプ場、所在地は、紀の川市桃山町垣内２５８番地１です。２、指定管理者

となる団体の名称は、細野渓流キャンプ場管理組合、住所は、紀の川市桃山町垣内２５８

番地１、代表者名は、組合長 今西忠己です。３、指定の期間は、平成２８年４月１日か

ら平成３１年３月３１日までの３年間でございます。 

 １７２ページをお願いいたします。 

 議案第８３号につきましては、１、指定管理者に管理を行わせようとする施設の名称は、

紀の川市ふるさと産品展示場（通称、貴志川観光物産センター）、所在地は、紀の川市貴

志川町前田１３５番地１です。２、指定管理者となる団体の名称は、紀の里農業協同組合、

住所は、紀の川市上野１２番地５、代表者名は、代表理事組合長 山田泰行です。３、指

定の期間は、平成２８年４月１日から平成３１年３月３１日までの３年間でございます。 

 以上、６議案につきまして、御審議賜りますようよろしくおいいたします。 

○議長（竹村広明君） 建設部長 福岡資郎君。 

○建設部長（福岡資郎君）（登壇） 議案第８４号から議案第８６号までの紀の川市道路

線の認定について、御説明申し上げます。 

 いずれも道路法第８条第２項の規定により、紀の川市道路線を認定するため、議会の議

決を求めるものでございます。 

 議案書１７３ページをごらん願います。 

 まず、議案第８４号の整理番号１から７の７路線につきましては、公共事業により整備

した農道を紀の川市道路線として認定するものでございます。 

 次に、議案第１７４ページをごらん願います。 

 議案第８５号の整理番号８から１０の３路線につきましては、公共事業により整備する

道路を紀の川市道路線として認定するものでございます。 

 次に、議案書１７５ページをごらん願います。 

 議案第８６号の整理番号１１の１路線につきましては、公共事業により整備した林道を

紀の川市道路線として認定するものでございます。 

 なお、議案第８４号から議案第８６号につきましては、別冊の議案資料１７ページから

２２ページにかけて位置図を添付してございますので、ごらんおきいただきたいと思いま

す。 

 以上、３議案について、御審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） 総務部長 竹中俊和君。 

○総務部長（竹中俊和君）（登壇） それでは、１７６ページ、お願いいたします。 

 議案第８７号 行政不服審査法に基づく諮問機関に係る事務の委託に関する協議につい

て、御説明させていただきます。 

 改正後の行政不服審査法においては、第三者の立場から審査庁の採決の判断の妥当性を
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チェックする諮問機関の設置が必要となっております。その中で、当市におきましては、

行政不服審査法に基づく審査請求の件数が少なく、また設置に係る費用面を考慮し、別紙

規約に基づき、諮問機関に係る事務を和歌山県に委託するため、議会の議決を求めるもの

でございます。 

 １７７ページには、和歌山県と紀の川市との間の行政不服審査法第８１条第１項に規定

する機関の事務の委託に関する規約を定め、委託事務の範囲、管理及び執行の方法、経費

の負担などを定めています。 

 以上、御審議お願い申し上げます。 

○議長（竹村広明君） ほかに補足説明はございませんか。 

〔「補足説明なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） なければ、提案理由の説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 ただいま提案説明が終わりました。 

 諮問第１号から議案８７号のうち、諮問第１号 人権擁護委員候補の推薦についてから、

議案第２３号 静川財産区管理委員の選任についてまでの３０件は、人事に関する案件で

ありますので、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会付託、討論を省略し、本日

直ちに質疑、採決を行いたいと思います。 

 また、議案精査のため、提案理由を聞くにとどめ、日程第５の後、再び議題といたした

いと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号から議案第２３号までの３０件については、日程第５の後に質

疑、採決まで行うことに決しました。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 日程第５ 委員会提出議案第１号 紀の川市議会委員会条例の一部改正について 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（竹村広明君） 次に、日程第５、委員会提出議案第１号 紀の川市議会委員会条

例の一部改正についてを議題といたします。 

 提案者に提案理由の説明を求めます。 

 議会運営委員会委員長 川原一泰君。 

○２０番（川原一泰君）（登壇） それでは、委員会提出議案第１号について、提案説明

をいたします。 

 委員会提出議案第１号 紀の川市議会委員会条例の一部改正について。 

 地方自治法第１０９条第６項及び第７項並びに紀の川市市議会会議規則第１４条第２項

の規定により提出いたします。 

 当議案については、委員会において全会一致をいたしましたので、委員会提出議案とし
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て提出をいたします。提出者は、議会運営委員会であります。 

 提案理由といたしまして、紀の川市行政組織条例の一部を改正する条例が、平成２８年

４月１日から施行されることに伴い、条例の一部を改正するためであります。 

 改正内容は、総務文教常任委員会所管の「国体対策局」を削除するものであります。 

 以上で、提案説明を終わります。 

○議長（竹村広明君） 以上で、提案説明が終了いたしました。 

 続きまして、先ほど日程第４で、提案説明のありました諮問第１号 人権擁護委員候補

者の推薦についてから、議案第２３号 静川財産区管理委員の選任についてを再び議題と

いたします。 

 それでは、まず、諮問第１号から諮問第７号 人権擁護委員候補者の推薦についての質

疑、採決を行います。 

 これより、諮問第１号から諮問第７号までの７件に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結をいたします。 

 それでは、順次お諮りいたします。 

 諮問第１号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第１号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第２号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第２号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第３号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第３号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第４号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第４号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 
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 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第５号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第５号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第６号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第６号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 諮問第７号について、原案のとおり適任者とすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、諮問第７号は、原案のとおり適任者とすることに決しました。 

 続きまして、議案第１号から議案第６号 長田竜門財産区管理委員の選任についての質

疑、採決を行います。 

 これより、議案第１号から議案第６号までの６議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑、ございませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） なしと認めます。 

 これで、質疑を終結いたします。 

 それでは、順次お諮りいたします。 

 まず、議案第１号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号は、原案のとおり同意されました。 

 続きまして、お諮りいたします。 

 議案第２号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第３号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第３号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第４号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第５号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第６号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号は、原案のとおり同意されました。 

 続きまして、議案第７号から議案第１３号 竜門財産区管理委員の選任についての質疑、

採決を行います。 

 これより、議案第７号から議案第１３号までの７議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑、ございませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結いたします。 

 それでは、順次お諮りいたします。 

 まず、議案第７号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号は原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第８号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第９号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 
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○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１０号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１０号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１１号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１１号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１２号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１２号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１３号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１３号は、原案のとおり同意されました。 

 続きまして、議案第１４号から議案第２０号 南北志野財産区管理委員の選任について

の質疑、採決を行います。 

 これより、議案第１４号から議案第２０号までの７議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結いたします。 

 それでは、順次お諮りいたします。 

 まず、議案第１４号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１４号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１５号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 
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〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１５号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１６号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１６号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１７号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１７号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１８号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１８号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第１９号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１９号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第２０号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２０号は、原案のとおり同意されました。 

 続きまして、議案第２１号から議案第２３号 静川財産区管理委員の選任についての質

疑、採決を行います。 

 これより、議案第２１号から議案第２３号までの３議案に対する一括質疑を行います。 

 質疑はございませんか。 

〔「質疑なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 質疑なしと認めます。 

 これで、質疑を終結いたします。 

 それでは、順次お諮りいたします。 
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 まず、議案第２１号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２１号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第２２号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２２号は、原案のとおり同意されました。 

 続いて、お諮りいたします。 

 議案第２３号について、原案のとおり同意することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」という者あり〕 

○議長（竹村広明君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２３号は、原案のとおり同意されました。 

 これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 なお、あすより３日間休会とし、３月１日火曜日、午前９時３０分より再開いたします。 

 お疲れさんでした。 

（散会 午後 １時３０分） 

 


